
リサイクル適性 Ａ
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。　

基盤共通教育案内

令 和 ８ 年 度

山 形 大 学



『基盤共通教育案内』中の記述について 

 

本冊子で使用している「及び」と「並びに」を用いた記述については，次のように統一してい

ます。特に，履修方法等に関する記述の解釈を間違えると進級や卒業に影響する場合があります

ので，十分に注意してください。 

 

１ 同じ種類のものをつなぐ場合 

 ① 「Ａ」及び「Ｂ」 

 

Ａ 及び Ｂ 
 

   例：「教養科目」及び「共通科目」から○単位以上 

 

 ② 「Ａ」，「Ｂ」及び「Ｃ」 

（３つ以上の場合／「，」で並列し最後に「及び」） 

 

Ａ ， Ｂ 及び Ｃ 
 

   例：「文化と社会」，「自然と科学」及び「応用と学際」の３領域 

 

２ 異なる種類のものをつなぐ場合 

 ① 「Ａ」並びに「Ｂ」及び「Ｃ」 

   （一番小さなグループに「及び」，その上の階層とのつなぎに「並びに」） 

 

Ａ 並びに 
 

Ｂ 及び Ｃ 
 

 

   例：「教養科目」並びに「共通科目」の「サイエンス・スキル」及び「健康・スポーツ」から 

○単位以上 

 

 ② 「Ａ及びＢ」並びに「Ｃ及びＤ」 

（小さなグループが２つある場合の標記） 

 

 

Ａ 及び Ｂ 
 

並びに
 

Ｃ 及び Ｄ 
 

 

   例：「教養科目」及び「共通科目」の「サイエンス・スキル」から○単位以上，並びに「共通科

目」の「情報科学」を○単位及び「健康・スポーツ」から○単位以上 
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１ 基盤共通教育とは

大学は，高等学校までと異なり，各学問分野の学術研究が行われている場です。つまり，みなさんは，学

問研究が実際に行われている現場で教育を受けることになります。その第一歩が，基盤共通教育なのです。

 小白川キャンパスには，学部・学環，学科等の区別なく，全ての１年生が集まってきます。そして，専攻

の別とは関わりなく，全ての学生に対して共通に，基盤共通教育科目の授業が開かれています。

１．１ 基盤共通教育と豊かな人間力 

山形大学は教育の基本方針として「社会に求められる豊かな人間力」の育成を掲げています。社会で役立

つ豊かな人間力を身につけるには，専門教育を通じて高い専門知識を身につけることも重要ですが，それだ

けでなく，幅広い教養も不可欠です。そしてそのために特定の分野に偏らず，幅広い学問分野を学ぶのが，

基盤共通教育の大切な役割です。

 人間力を高めるためには，たくさんの知識を覚えることも大切ですが，それだけでなく，自分で課題を見

つけて探求したり，問題を解決したりする能力を身につけることが必要です。学問研究はもちろん，実社会

でも，絶えず新しい課題に取り組み解決していくことが求められているからです。このような課題発見・探

求能力や問題解決能力を身につけ向上することも，基盤共通教育の重要な役割です。

 人間力の要素として近年特に重視されているのが，コミュニケーション能力です。発表（プレゼンテーシ

ョン）能力，議論や討論の能力，レポート作成能力，読解力や傾聴力などのコミュニケーション能力は，大

学で学ぶためにも，社会人として活躍するためにも重要ですが，短期間で身につけるのは困難です。入学直

後から卒業までの目的意識的な取組みによって少しずつ向上させていくことが必要です。そしてこのような

コミュニケーション能力の向上も基盤共通教育の欠かすことのできない課題になっています。

 国際化・グローバル化が進む現在，日本語のコミュニケーションだけでなく，外国語によるコミュニケー

ション能力も重要です。そのために基盤共通教育ではコミュニケーション・スキルの授業科目群（英語，初

修外国語，留学生向けの日本語）を共通科目として提供しています。また，高度情報化社会で生きるために

不可欠な情報科学の授業科目や，理系の基礎を学ぶために必要なサイエンス・スキルの授業科目，健康や身

体について理論と実践の両面から学ぶ授業科目，将来のキャリアについて考える授業科目も基盤共通教育は

用意しています。

 以上のように，基盤共通教育は様々な役割を担っていますが，いずれも学生諸君の人間力を高め，大学生

活だけでなく，社会人として活躍するための基盤を形成するのに必ず役立つものばかりです。基盤共通教育

を出発点に，人間力を高め，充実した学生生活を送って欲しいと思います。

１．２ ３年一貫学士課程基盤教育について 
山形大学は「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」の３つの使命と「創造性および豊かな人間性を有

する人材を育成する」という教育の基本理念に基づき，新時代に相応しい人間力を養い，知・徳・体の調和

の取れた人材を社会に輩出することを目指しています。

 この目標を実現するため，豊かな人間性と社会性，幅広い教養と汎用的技能，専門分野で学ぶための基

礎的知識と技能を身につけ，地球的視野に立って地域の持続的な発展に寄与することができる人材の育成

に取り組んでいます。 

３年一貫学士課程基盤教育で３つの基盤力を身につけるとともに基盤力テストを実施します。このテス

トは，みなさんの学修到達および達成度を可視化し，自らの学びを振り返る自己学習力を育むために行い

ます。 

【学問基盤力】 ― 自律的に課題に取り組む専門力 

専門知識の体系的習得と実践的な運用体験

・専門教育の順次性，階層性を整理し，基盤専門教育として実施します。

・実験・演習・ゼミを課題解決型授業とし，専門知識の運用力・実践力を養成します。

・学部等間の類似する授業の互換性を強化し学生の多様な修学ニーズに対応します。

・各年次の基盤共通教育との相乗効果により基盤専門教育の学修効果を最大化します。

【実践・地域基盤力】 ― 社会でリーダーシップを発揮する人間力 

力強い学びを保証する主要能力（キーコンピテンシー）と人間力の育成

・３年一貫のキャリア科目と１年次早期インターンシップを実施します。
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・学びのコミュニティ形成を支援し，協働学習環境でのリーダーシップを育成します。

・課題に挑戦し生涯学び続ける自己学習力を涵養します。

・基幹科目「山形から考える」を全学生に必修化とします。

・地域リーダー育成や多様性に挑む課題発見解決プログラムを提供します。

【国際基盤力】 ― 実践的な英語で多様性に挑戦する国際力 

基盤としての英語力を４技能・専門別に習得

・４技能と専門別・レベル別の少数英語授業の３年間包括実施を行います。

・英語・日本語を含む言語での文章作成・発表能力の強化と国際化を行います。

・TOEIC🄬🄬テスト等の英語力スタンダードを基盤力テストに導入します。

基盤力テスト 

入学時，１年次末及び３年次頃に以下の３種の基盤力テストを実施します。

共通部分と専門部分に分かれ，それぞれが全学ディプロマ・ポリシーと学位プログラムディプロマ・ポリ

シーに準拠しています。

・学問基盤力テスト（知識・技能・考察力の測定）

・実践・地域基盤力テスト（態度・習慣）

・国際基盤力テスト（語学力）

１．３ 基盤共通教育の内容（構成） 

授業科目は，基盤共通教育科目と専門教育科目に分けられます。ここでは１年次に履修する基盤共通教育

の教育科目について説明します。

基盤共通教育の教育科目は導入科目，基幹科目，教養科目，共通科目，探究科目，補習科目の６つに区分

されます。

科目ごとに進級条件や卒業要件が決められていますので，注意してください。（進級条件（15ページ）や

各学部等の学生便覧を参照）

各科目の区分は進級条件や卒業要件に密接に関わっているので，確実な理解が必要です。 

（１）導入科目

導入科目は，「スタートアップセミナー」「みずから学ぶ」「ライティングスキル」「学部導入セミ

ナー」が開講されます。

「スタートアップセミナー」は，大学での主体的な学修にスムーズに適応できるよう，プレ

ゼンテーションやグループワーク，レポートの書き方，調査・情報収集の方法など主体的・能動的な

学修のために必要な技法を修得するための授業です。

「みずから学ぶ」は，目標設定・スケジュール設計・時間管理と実行・振り返り・修正という

PDCAサイクルを学ぶ自律学習のためのメタ学習に関する授業です。

「ライティングスキル」は，アカデミックライティングを，添削などを通して学ぶ授業です。

「学部導入セミナー」は，学部教育への導入として学部等における研究・教育内容等を学び，大学

での学習イメージを確立するための授業です。

（２）基幹科目 

「基幹科目」は山形大学が教育上重視する「人間・共生」「山形」「現代」をテーマにする授業科

目です。 

「人間を考える・共生を考える」では，自然・社会・文化など，多様な学問的な視点からの「人間」

と，自然と人間の共生，人と人の共生，社会と個人の共生といった我々が生きる上で欠かすことのでき

ない視点である「共生」について学びます。 

「山形から考える」では，山形をフィールドとして，文学や歴史などの文化現象，さまざまな社会

活動や生活，自然と人間との共生などについて, 講義，フィールドワークなど，多様な形態を通して

学びます。 

「現代を生きる」では，現代を生き抜く上で直面する諸問題を応用・学際的な視点からオンデマン

ド形式の授業で学びます。 

 これらの授業において，学生諸君が自分自身を見つめ直し，自らの将来像を描くための参考になれば

と願っています。そして「人間・共生」「山形」「現代」という，この三つのテーマを切り口にして，

学問の面白さを実感してもらいたいと思います。 
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（３）教養科目 

専門分野に関わりなく，様々な学問分野に接し学ぶことによって視野を広げ，幅広い教養を身につけ

ることは，人間としての魅力を高め，社会人として生きていくためにもとても重要です。 

教養科目はそのため，「文化と社会」「自然と科学」「応用と学際」という３領域にわたって多様な

授業科目が開かれます。特定の分野に偏ることなく授業科目を選択し学習することを通じて，幅広い知

識と多様なものの見方を身につけて欲しいと思います。 

 

（４）共通科目 

「共通科目」は学生の皆さんに共通に学んで欲しい授業科目群であり，「コミュニケーション・ス

キル１ (英語)」「コミュニケーション・スキル２(初修外国語)」「コミュニケーション・スキル３ 

(日本語)」「情報科学」「健康・スポーツ」「サイエンス・スキル」「キャリアデザイン」から構成

されています。外国語によるコミュニケーション能力，数学・自然科学の基礎的知識や情報処理にか

かわる能力といった基本的なスキルや，健康・スポーツの実技や講義，将来のキャリアについて考え

る講義など，国際化，専門化，高度情報化，多ストレス化の進む社会の中で「生きる力」を養う重要

な授業科目群です。 

①コミュニケーション・スキル１（英語） 

    大学での学修・研究，及び社会生活において必要とされる英語の実践的な基礎力の養成を目指す授

業科目です。ますます国際化が進む社会の中で，みなさんが将来活躍していけるような，基本的な英

語の運用能力を修得することを目的とします。 

  ②コミュニケーション・スキル２（初修外国語） 

    コミュニケーション・ツールとしてますます重要性を増す英語以外の外国語を修得し，諸外国の文

化的伝統への理解を深めることによって国際的な感覚を養うことを目的とします。「ドイツ語」「フ

ランス語」「中国語」からなります。 

  ③コミュニケーション・スキル３（日本語） 

    大学での勉強や研究に必要な日本語のうち，特に大切な「話す」「書く」を学びます。外国人留学

   生は，できるだけ両方を履修してください。 

  ④情報科学 

    現代の高度な情報社会で，大学での学びや社会生活でICTスキルを活用するために，「情報機器の

操作技術の習得」と「情報化社会における素養」，「データサイエンスの基礎」を身につけることを

目標としています。「情報処理」「データサイエンス」からなります。 

⑤健康・スポーツ 

    人間の健康やスポーツに関して,理論と実践の両面から取り上げる領域です。健康問題も含めて多

様なスポーツ現象に対する考え方を学びながら,生涯にわたってスポーツに親しみ,実践していくため

の「身体」について理解を深めることを目標とします。すなわち,理論や実践を通して,各人の身体現

象を知ることにより,将来にわたっての健康やスポーツに関する「身体観」を培うとともに,スポーツ

文化について科学の諸領域からのアプローチを試みるものです。 

  ⑥サイエンス・スキル 

    理系の専門教育科目を学ぶ上で，特に必要と思われる基礎的知識の修得を目的としています。必修

指定を行うかどうかなどの履修方法については各学部・学環，学科・コースにおいて定めています。 

  ⑦キャリアデザイン 

    卒業後の将来やこれからの大学生活を有意義なものにしていく上で，「いかに生きるか」という問

いかけを通して，自らのキャリアについて考え，それを言葉にし，行動に移すことができる力を養う

ことを目的とします。 

    

（５）探究科目 

   研究室インターンシップ等高度な学びにより専門教育への興味や理解を深めることを目的と

します。 
 

（６）補習科目 

   入学時の学力に応じ，必要とされる基礎的な教育を行い，学力の向上を図ることを目的とし

ます。 
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基盤共通教育の分野・授業時間数・単位数など 

区    分 
分野名 授業時間数・単位数など 

科 目 領    域 

導入科目 スタートアップセミナー 

スタートアップセミナー (1)週2時間1学期15週で2単位又は1

単位（一部の科目においては，週

2時間1ターム8週で1単位とする

ものもある。） 

(2)集中講義 

(3)実験・実習等を含む授業では，時

間数が増える場合がある。 

みずから学ぶ 

ライティングスキル 

学部導入セミナー 

基幹科目 

人間を考える・共生を考える 人間・共生を考える 

山形から考える 山形から考える 

現代を生きる 現代を生きる 

教養科目 

文化と社会 

哲学 

心理学 

歴史学 

文学 

芸術 

言語学 

文化論 

法学 

経済学 

社会学 

政治学 

地理学 

社会と倫理※ 

知的財産※ 

日本国憲法 

自然と科学 

数理科学 

物理学 

化学 

生物科学 

地球科学 

応用と学際 
応用 

学際 

共通科目 

コミュニケーション・スキル１ 

英語１ 週2時間1学期15週で2単位 

英語２※ 

英語３※ 

コミュニケーション・スキル２ 

ドイツ語 週 4時間1ターム8週で1単位 
 フランス語 

中国語    

コミュニケーション・スキル３ 日本語 週2時間1学期15週で2単位 

情報科学 

情報処理 (1)週 2時間1学期15週で2単位 
(2)スポーツ実技は週2時間1学期15週

で1単位 
(3)サイエンス・スキルの実験は週4時

間1ターム8週で1単位 

データサイエンス（基礎） 

データサイエンス（応用） 

健康・スポーツ 

健康・スポーツ科学 

スポーツ実技 

スポーツセミナー 

サイエンス・スキル 

数理科学 

物理学 

化学 

生物科学 

地球科学 

医学 

工学 

農学 

キャリアデザイン 
キャリアデザイン 

キャリア教育※ 

探究科目 詳細は別に定める 

補習科目 詳細は別に定める 

※印は２年次以降に開講する科目 
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２ 科目履修について 

 

２．１ 単位の計算基準 

基盤共通教育科目の単位の計算基準は，学部規則第31条に基づき，原則として次のとおり定めて

います。 

(1) 講義は，15時間の授業をもって１単位とする。  

(2) 演習は，15時間の授業をもって１単位とする。ただし，教養科目の一部及びコミュニケ

ーション・スキル２は，30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実験，実習及び実技は，30時間の授業をもって１単位とする。 

 

 

２．２ 成績評価 

（１）成績評価制度 
  成績の評価は各学期ごとに行われます。成績の評点は100点満点とし，60点以上が合格，すなわち単位

を修得したことになります。成績の評価は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｆの５段階で行い，ＧＰＡを算出します。 
  

①成績評価区分と付加されるＧＰ（Grade Point）について 

  成績評価は，以下の表に定める区分により行われ，それぞれのＧＰが付加されます。 

評価点 成績区分 評価基準 付加されるＧＰ 

 100～90点 Ｓ 到達目標を達成し，きわめて優秀な成績をおさめている。 ４ 

  89～80点 Ａ 到達目標を達成し，優秀な成績をおさめている。 ３ 

  79～70点 Ｂ 到達目標を達成している。 ２ 

  69～60点 Ｃ 到達目標を最低限達成している。 １ 

  59～０点 Ｆ 到達目標を達成していない。 ０ 

 Ｎ(認定) 単位認定科目であり，ＧＰＡの対象としない。 なし 
  

②ＧＰＡ（Grade Point Average）とは 

  ＧＰＡは，高等学校の評定平均値のように，学習成績を総合的に判断するための指標です。 
ＧＰＡの算出方法は，各自が修得したそれぞれの単位数にＧＰをかけ，その合計ＧＰ（ＧＰＳ）を履修

登録した科目（適用除外科目を除く。）の総単位数で割って算出します。 
 （例）ＧＰＡ算出方法 

      授 業 名       評定  単位数 ＧＰ  獲得したＧＰ 

     ○○○○○○（○○）   Ｓ  ２単位  ４  ２×４＝８ 

     △△△△△△（△△）   Ｆ  １単位  ０  １×０＝０ 

     ◇◇◇◇◇◇（◇◇）   Ａ  ２単位  ３  ２×３＝６ 

                 合計  ５単位        １４点（ＧＰＳ） 

    ＧＰＡ＝１４点÷５単位＝２．８ 

           （↑この単位数にはＦ：不合格科目の単位数も含みます。） 
  

③ＧＰＡの適用除外科目について 

  ＧＰＡは，すべての授業科目を対象とします。 
  ただし，単位の修得のみで評価を付さない次の科目については除外されます。 

ア）合格か不合格かだけを判定する授業科目 
イ）編入学又は転入学した際の単位認定科目 

   ウ）本学入学前に修得した単位認定科目 
エ）在学中に外部試験等を受験し，その成果により単位認定された科目 
オ）他大学との単位互換等で修得した科目 

  なお，教育職員免許や学芸員等の資格取得が目的で，卒業要件単位数に含まれない科目についても， 
ＧＰＡの対象となります。 
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 ④再履修した科目の学習成績 

  不合格となった科目を再履修した場合は, 不合格となった学習成績と新たな学習成績の両方が成績とし 
て記録されます。 

（例）再履修した科目の記録 

      授 業 名        評定 

    ○○○○○○演習（○○）   Ｆ  （１年前期 不合格） 

    ○○○○○○演習（○○）   Ａ  （２年前期 合 格） 
  
 

（２）成績発表 

  学期終了後に成績評価の発表日について大学ホームページで案内があります。発表日以降，学務情報シ

ステム（CAMPUS SQUARE）で成績を確認し，次の学期の履修計画を立ててください。 
なお，成績評価に関して，疑義が生じた場合は，原則，該当する授業科目の成績が発表された日を含む３

日以内（土・日曜日及び祝日を除く）に，WebClass の専用コースで申請を受け付けます。コース名「【基

盤共通教育】成績評価の異議申し立てについて」を各自で登録の上，その指示に従い「成績評価照会票」に

必要事項を記入し提出してください。 

 

 

２．３ 履修上の注意事項 

授業日程，履修登録期間，履修登録方法や履修登録上の注意事項は基盤共通教育授業時間割に記載してい

ますので，必ず確認してください。下記では履修する際の注意点を説明します。 

（１）導入科目 

 「スタートアップセミナー」及び「みずから学ぶ」は必修科目であり，すべての学部等で２単位

修得が卒業要件とされています。また，医・工・農の３学部では２年次への進級条件にもなって

います。「スタートアップセミナー」はクラスを指定しています。クラス分けを確認の上，指定され

たクラスに出席してください。 

「ライティングスキル」の修得単位の取り扱いは学部等によって異なります。各学部等の時間割

作成方法（16ページ以降）及び学生便覧を確認してください。 
 

（２）基幹科目 

  「人間を考える・共生を考える」，「山形から考える」及び「現代を生きる」の３領域から，それぞれ

２単位，計６単位を修得してください。すべての学部等で，各領域からそれぞれ２単位，計６単位修得

が卒業要件となっています。また，医・工・農の３学部では，２年次への進級条件にもなっています。 

また，各領域で修得できる単位数は２単位を上限とします。 
 

（３）教養科目 

 ①各学部・学環，学科等の卒業要件と履修方法に従い，計画的に単位を修得してください。 

  各学部・学環，学科ごとの卒業要件と履修方法は，各学部等の時間割作成方法（16ページ以降）及び学

生便覧を参照してください。 
 ②履修上の制限がありますので，「2.4「授業名」と履修上の制限等」（11ページ）を確認してくださ

い。 

 ③「自然と科学」領域の科目は，一般コース，発展コースに区分します。原則として，該当科目を高等学 
校で履修した人は発展コースを，履修していない人は一般コースを履修してください。ただし，未履修者

が発展コースを履修することは妨げません。 
コース区分は，「基盤共通教育授業時間割」の授業名に記載しています。 
［例］ 化学変化を考える（化学）/一般 

④教養科目は，自分の学部等・学科・コースとは直接関係のない分野の科目も積極的に選び，視野を広くす

ることが望まれます。従って，できるだけ多様な分野から科目を選択する方がよいでしょう。とはいって

も，大学の授業は自学自習が前提です。たくさんの科目を履修しすぎて，自学自習する時間がなくなるの

は問題です。ある程度余裕を持って科目を選択するようにしてください。 
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（４）共通科目 

  開講されている共通科目の種類及び修得しなければならない単位数は，学部・学環，学科等によって違

いがあるため，各学部等の時間割作成方法（16ページ以降）及び学生便覧をよく読み，学部・学環，学科

等の指導に沿って履修してください。 
 

1）コミュニケーション・スキル１（英語） 

コミュニケーション・スキル１(英語)は，「英語１」「英語２」「英語３」で構成されます。 
「英語１」は１年次に開講します。「英語２」「英語３」は所属学部等によって，内容及び履修方法等

が異なります。教育学部及び理学部の「英語２」「英語３」は，下記のとおり開講します。人文社会科学

部，医学部，工学部，農学部の「英語２」「英語３」については，自分の所属する学部等の説明，指導に

従ってください。 
 
【英語１】 
①「コミュニカティブ英語」と「総合英語」 

コミュニケーション・スキル１（英語１）は，「コミュニカティブ英語」「総合英語」という二種類

の授業から構成されます。 
「コミュニカティブ英語」においては，英語の４技能をバランスよく育成することを目的とし，その

中でもリスニングやスピーキングに重点をおいて授業します。 
「総合英語」においては，英語の４技能をバランスよく育成することを目的とし，その中でもリーデ

ィングや文法に重点をおいて授業します。 
②開講方法と単位数 

「コミュニカティブ英語」「総合英語」は，全学部・学環必修の科目です。 
単位は，いずれも，１学期１５週の授業で２単位です。前期に「コミュニカティブ英語」，後期に

「総合英語」を受講し，合計４単位（前期２単位，後期２単位）履修します。 

※各学期とも修得できる単位数の上限は２単位です。したがって，前期に単位を修得できない場合

であっても，後期に２単位を超えて履修することはできません。単位の補充は２年次以降に行っ

てください。 

③クラス指定 

「コミュニカティブ英語」と「総合英語」はクラス指定です。授業クラスは，大学入学共通テストの

英語の成績等に基づいて，２５人規模に編成されています。前・後期とも，第１回目の授業が始まる

前に授業クラスを WebClass に掲示しますので，確認の上，指定された授業クラスに出席してくださ

い。後期にクラス替えはありません。ただし，担当教員は学期ごとに交替となります。 

④時間割の見方 

授業は基本的に学部等ごとに開講されますが，工学部は学科ごとに二つの異なるコマで開講されま

すので，注意してください。 

⑤修得単位の取扱いについて 

全学部・学環で４単位必修となっています。 

⑥TOEIC🄬🄬 IP テストについて 

１年生を対象にして，年に１回オンラインで全学部・学環共通の TOEIC🄬🄬IP テストが行われます。

受験期間は「基盤共通教育授業時間割」に掲載の「後期授業日程」を確認してください。 
この TOEIC🄬🄬IP テストの結果は，後期の授業の成績の10％分として算入されるので，必ず受験して

ください。自分で受験したその他の TOEIC🄬🄬テストのスコアをもってこの試験に代えることはできま

せん。TOEIC🄬🄬IP テスト受験の詳細は授業開始後に説明します。 

⑦e-learning 教材について 
コミュニケーション・スキル１（英語）では，日々の英語学習の補強と TOEIC®IP 受験対策として，

オンラインでの e-learning を組み込んでいます。前期は「Need to Read」（全学部等），後期は「KICKOFF 
FOR THE TOEIC® L&R」（人文社会科・教育・理・工・農学部），「Practical English９」（医学部）

を利用します。「Need to Read」は PC のみ，それ以外は PC やスマートフォン，タブレットを使用し

て，個人のペースで好きなときに学習できます。レッスンの中断・再開も可能で，移動中や授業と授

業の合間など，空いた時間も活用して学習することが可能です。（この教材は授業では使用しません）

学習期間については，最初の授業で指示します。 
この e-learning の学習は，前期の授業の成績の 20％分，後期の授業の成績の 10％分として算入され

ます。詳細については，授業時に説明します。 
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⑧単位の補充（再履修）について 

英語を再履修する場合は，２年次以上の学生を対象とするクラスに出席してください。再履修クラ

スは指定された枠で１クラス開講されますが，補充すべき「コミュニカティブ英語」,「総合英語」の

いずれかを，各自が選択して履修登録することになります。ただし，１つの学期に補充できる単位は

１科目（２単位）までです。 
【英語２】（教育学部，理学部 開講） 

   ①「発展英語 A」と「発展英語 B」 
    コミュニケーション・スキル１(英語２)は，「発展英語 A」「発展英語 B」からなります。 

    「発展英語 A」「発展英語 B」とも「Practical English９」を共通の e-learning 教材として用います。  
   ②開講方法と単位数 
    「発展英語 A」は２年次前期に開講，「発展英語 B」は２年次後期に開講し，必修の科目です。 

単位は，いずれも２単位です。詳細については，初回の授業時に説明します。 

   ③TOEIC🄬🄬 IP テストの成果について 
これまでの講義を通しての英語学習の習熟度を測るため，２年次の後期に TOEIC🄬🄬IP テスト

（オンライン）を実施します。TOEIC🄬🄬IP テスト（オンライン）の結果は，「発展英語 B」の授業

の成績の 20％分として算入されるので，必ず受験してください。 

【英語３】（教育学部，理学部 開講） 
  ①「発展英語 C」 

   コミュニケーション・スキル１(英語３)は，「発展英語 C」からなります。 

   「発展英語 C」は「発展英語 A」「発展英語 B」同様，「Practical English９」を共通の e-learning 教材

として用います。 
  ②開講方法と単位数 

   「発展英語 C」は３年次前期に開講し，必修の科目です。単位は２単位です。詳細については，初

回の授業時に説明します。 

 

2）コミュニケーション・スキル２（初修外国語） 

初修外国語は「ドイツ語」「フランス語」「中国語」からなります。 

それぞれⅠ－１（第１ターム），Ⅰ－２（第２ターム），Ⅱ－１（第３ターム），Ⅱ－２（第４ター

ム）に区分します。週２回の授業がセットになり（週１回の受講は認めません），Ⅰ－１，Ⅰ－２，Ⅱ

－１，Ⅱ－２それぞれ１単位となります。 
再履修を除き，前期にⅠ－１（第１ターム）及びⅠ－２（第２ターム）を，後期にⅡ－１（第３ター

ム）及びⅡ－２（第４ターム）をセットで履修登録してください。第２ターム以降に履修を開始するこ

とはできません。 

２年次以降の専門教育のための基礎科目として１年次に履修します。各外国語とも４単位開講とし， 
必修・選択の別は各学部等の教育方針に沿って，学部等もしくは学科・コースごとに指定します。規定

の必修単位数を超えて修得した単位数（ふたつめの初修外国語を２年次以降に履修した場合も含む）の

取扱いについては，各学部等の定めるところによります。 
 

（人文社会科学部のみ該当） 

専門教育科目で開講される「ロシア語初級Ⅰ」（前期開講）及び「ロシア語初級Ⅱ」（後期開講）を

「コミュニケーション・スキル２」の単位に振り替えることができます。詳細は「人文社会科学部学生

便覧」を確認してください。 
（単位の補充（再履修）） 

  単位の補充（再履修）は，入学後２年目から認めます。ただし，「ドイツ語Ⅰ－１」及び「ドイ

ツ語Ⅰ－２」については，１年次後期から認めます。Ⅰ－１及びⅠ－２，Ⅱ－１及びⅡ－２をセッ

トで履修登録する必要はなく，補充すべき科目のみを各自が選択して履修登録してください。 

（発展コース） 

２年次以降における継続的な学修への意欲を高めるため，人文社会科学部の専門教育科目を各外国語

の発展コースと位置付け，人文社会科学部以外の学生が「○○語Ⅲ」及び「○○語Ⅳ」として履修するこ

とができるものとします。 
発展コースは１科目２単位とし，それぞれの初修外国語Ⅰ－１，Ⅰ－２，Ⅱ－１及びⅡ－２の４単位を

すでに修得している学生を対象とします。入学前の学修成果の認定による場合は，学生センター学士課程

基盤教育担当で相談してください。なお，修得した単位の取扱いについては，各学部等の定めるところに

よります。 
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 3)コミュニケーション・スキル３（日本語） 

「日本語」は，留学生または日本語を母語としない学生を対象に，大学での生活や学習・研究に必要な

日本語能力の獲得を目指します。 
日本語科目を履修するにはプレースメントテストを受けなければなりません。その結果にもと

づいて，日本語担当教員が履修指導を行います。 

①開講科目及び修得できる単位数 

前期・後期とも同じ６科目を開講します。１科目２単位で，最大で８単位の修得が可能です。 

日本語上級１「話す」，日本語上級２「話す」， 
日本語上級１ａ「書く」，日本語上級１ｂ「書く」， 
日本語上級２ａ「書く」，日本語上級２ｂ「書く」 

（「話す」科目について） 

上級１「話す」では会話の練習を，上級２「話す」では発表の練習を行います。上級１「話

す」と上級２「話す」は同時に履修することができます。 

（「書く」科目について） 

上級「書く」では，大学に必要なレポートや論文が書けるようになることを目的とします。

各科目の到達目標はシラバスを見てください。 

・レポートや論文を書くために必要な文法や表現を学習します。 
・レポートや論文を書くために必要な思考力を身に付けます。 

各学期に１科目，合計で２科目，履修することができます。名前に「１」がある科目は最初

の学期に，「２」がある科目は次の学期に履修してください。科目名の「ａ」は上級前半レベ

ル，「ｂ」は上級後半レベルで，プレースメントテストの結果に従ってクラス分けをします。 

履修パターンの例は次のとおりです。 

例１ 前期：日本語上級１ａ書く，後期：日本語上級２ａ書く 
例２ 前期：日本語上級１ｂ書く，後期：日本語上級２ｂ書く 

大学では，授業の課題としてレポートを書くことが多くなります。レポートでは，専門的な

内容について，調べたことをまとめたり，自分の意見を論理的に述べたりする必要があります。

レポートにふさわしい文章を書くことは，上級レベル，また，日本語母語話者でも難しいこと

であり，トレーニングが必要です。留学生のみなさんには，「書く」を前期・後期に１科目ず

つ履修することを強くすすめます。 

 ②履修上の制限等 
   履修上の制限がありますので，「2.4「授業名」と履修上の制限等」（11ページ）を確認してくだ

さい。具体例は下記のとおりです。 

例 「日本語上級１ａ「書く」（日本語Ａ）」と「日本語上級１ｂ「書く」（日本語Ａ）」は， 
「分野名」と「識別記号」が同一なので，重複して履修することは出来ません。 

【参考】科目の開講学期及び「授業名」と履修上の制限について（①と②のまとめ） 

「授業名」 前期 後期 

日本語上級１「話す」(日本語) 同時履修可能 
（重複履修可） 

同時履修可能 
（重複履修可） 日本語上級２「話す」(日本語) 

日本語上級１ａ「書く」(日本語Ａ) 
クラス分け結果に基づき
履修科目を選択（推奨） 

（重複履修不可） 
 

日本語上級１ｂ「書く」(日本語Ａ) 

日本語上級２ａ「書く」(日本語Ａ) 

日本語上級２ｂ「書く」(日本語Ａ) 

日本語上級１ａ「書く」(日本語Ｂ) 

 
クラス分け結果に基づき
履修科目を選択（推奨） 

（重複履修不可） 

日本語上級１ｂ「書く」(日本語Ｂ) 

日本語上級２ａ「書く」(日本語Ｂ) 

日本語上級２ｂ「書く」(日本語Ｂ) 

③修得単位の振替え 

   学部等によって「教養科目」，「コミュニケーション・スキル１」，「コミュニケーション・スキル２」

又は専門教育科目の単位に振り替えることができます。ただし，学部・学環，学科等によっては振替えが

できない場合や，履修を推奨する科目もあるため，必ず，履修登録を行う前に所属の学部・学環，学科等

に確認してください。 

 ④日本語を母語としない学生の履修 

   留学生以外でも，日本語を母語としない学生は日本語の履修が認められる場合があります。日
本語プレースメントテストを行って決定しますので，履修希望者は，学生センター学士課程基盤
教育担当に申し出てください。  

9
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 4)情報科学 

①情報処理 

   文系・理系を問わず，情報処理に必要なスキルと知識の修得を目的とし，共通テキストを用いて，その

範囲内で実施するものとします。   
各学部等の開講学年，単位数・必修／選択の別は次のとおりです。 

学部等 開講学年 単位数 必修／選択 授業名 

教育学部・医学部 

１年次 ２単位 

必修 

情報処理 

人文社会科学部・理学部・  
工学部・農学部 

選択 

社会共創デジタル学環  
選択必修 

情報処理または  

データサイエンス (応用 ) 

から２単位選択 

②データサイエンス（基礎） 

授業名は「データ解析基礎」となります。現代社会を理解する上で必要不可欠なデジタルデータの扱

い方を習得することを目的とし，WebClass上のオンデマンド教材で学びながら，課題問題を解くことで，

デジタルデータを活用するために必要となるスキルを修得します。 

各学部等の開講学年，単位数・必修／選択の別は次のとおりです。 

学部等 開講学年 単位数 必修／選択 授業名 

人文社会科学部・教育学部・医学部・ 

工学部・農学部・社会共創デジタル学環 １年次 ２単位 必修 データ解析基礎

理学部 履修不 可  

③データサイエンス（応用） 

授業名は「AI・データサイエンス要論」となり，各学部は選択科目（医学部医学科は進級・卒業要件

外），社会共創デジタル学環は選択必修科目です。（社会共創デジタル学環は，「社会共創

デジタル学環の時間割作成」（32ページ）を確認すること。） 

AI・データサイエンスの知識を様々な専門分野へ応用し（AI×専門分野），現実の課題解決，価値創

造を行う上で，必要な知識を修得することを目的とします。データ解析基礎（データサイエンス（基礎））

を履修していることを想定していますが，単位未修得でも履修可能です。全 15 回のすべての講義をオ

ンライン及びオンデマンドにして，学生自身が所有するノートパソコンをインターネットに接続して教

材を利用するBYOD【Bring Your Own Device】方式で行います。講義の各回に実施するWebClass上の課

題問題に解答することで，自らの専門分野にAI・データサイエンスのスキルを活用するための大局的な

視点を獲得します。 

 

 5)健康・スポーツ 

 ①健康・スポーツ科学 

  健康・スポーツ科学は,１学期１５週で２単位の講義です。この授業科目は,スポーツ文化について，多 
様な側面から科学的に理解を深めていくものです。内容は，スポーツの技術や体力に関するもの,健康と

運動の関わりに関するもの，スポーツ文化や社会現象に関するものなどです。 

  履修上の制限がありますので，「2.4「授業名」と履修上の制限等」（11ページ）を確認してください。 
 ②スポーツ実技 

  スポーツ実技は，１学期１５週で１単位の実技授業です。この授業科目は，多様なスポーツ種目を主体

的に選択しながら，スポーツに親しみ，スポーツ文化の理解を深める実技授業です。安全管理や指導効率

の面から，コースごとに受講上限人数を定めています。 
  ア 履修可能な単位数は，前・後期各１授業（各１単位）までです。 

  イ 同一授業テーマ（同種目）の重複履修は妨げません。（前・後期，同一授業テーマ（同種目）も可。） 

  ウ 第１回目（第１週目）の授業はオンラインで行います。WebClass で履修希望種目・曜日・校時のガ

イダンスを受講してください。 
  エ 第２回目（第２週目）の集合場所，服装，持物，注意事項は，第１回目の授業（ガイダンス）で指

示します。 
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 ③スポーツセミナー 

  スポーツセミナーは,１学期１５週２単位の授業科目です。この授業科目は，スポーツ科学を学びなが 
 ら，スポーツ文化をより深く理解することを目的とした理論と実践を組み合わせた授業です。 

  履修上の制限がありますので，「2.4「授業名」と履修上の制限等」（11ページ）を確認してください。 
 

 6)サイエンス・スキル 

   サイエンス・スキルは，理系の専門科目を学んでいく上で特に必要な基礎的知識を修得させることを

目標とします。 

   共通科目「サイエンス・スキル」の授業名は，「授業テーマ」と「分野名」の組合せで記載されていま

す。分野名には必要に応じて「識別記号」（A，B 等）を付すことがあります。「2.4「授業名」と履修上

の制限等」（11ページ）のとおり，「分野名」と「識別記号」の両方が同じ授業名は，重複して履修する

ことができません。 
    専門科目を学ぶ上で特に必要な科目については，学部・学環，学科等において受講科目を指定したりあ

るいは推奨したりする場合があります。 

    また，学部・学環，学科等によっては特定の科目を必修科目としている場合があります。学部・学環，

学科等ごとの履修方法については，各学部等の時間割作成方法（16 ページ以降）及び学生便覧をよく見

て履修してください。 

 

 7）キャリアデザイン 

この授業科目は，将来のキャリアを考える上で必要な「自己理解」「社会理解」「理論」について学ぶ

授業です。 

共通科目「キャリアデザイン」の授業名は，「授業テーマ」と「分野名」の組合せで記載されています。 

  分野名には必要に応じて「識別記号」（A，B 等）を付すことがあります。「2.4「授業名」と履修上の

制限等」（11ページ）のとおり，「分野名」と「識別記号」の両方が同じ授業は，重複して履修すること

ができません。 

 

 

２．４ 「授業名」と履修上の制限等 

  ①「山形大学シラバス 基盤共通教育」及び「基盤共通教育授業時間割」では，「授業テーマ」と「分 
野名」の組合せで以下のように「授業名」が記載されています。（挙げられている具体的な授業名は，

説明のために便宜的に書いたもので，実際に開講されているものとは限りません。） 
    

 「○○○○○○（×××）」 授業テーマ（分野名） 

例１ 「文学にみる社会観（文学）」 授業テーマ （分野名） 

   「分野名」には必要に応じて「識別記号」（A，B 等）を付すことがあります。 

 例２ 「笑いと逸脱の文学史（文学A）」 授業テーマ（識別記号を付した分野名） 

   
②重複履修の制限について（卒業時まで適用） 
基盤共通教育科目で，次のいずれかに該当する授業は，重複して履修できません。 

     
     

   
 

以下が例になります。 
  ア 「分野名」と「識別記号」の両方が同じ授業は，授業テーマが異なっていても重複して履修するこ

とはできません。 

 例３ 「物質の構造と性質（化学Ａ）」と「感動する化学（化学Ａ）」は，重複履修不可 

  イ 「識別記号」の付されていない同一の分野名で，同一の授業テーマをもつものは，重複して履修で

きません。 

 例４ 「言語は臓器である（言語学）」と「言語は臓器である（言語学）」は，重複履修不可 

  ウ 同一の「分野名」であっても，上記ア，イ以外の授業は，重複して履修することが可能です。 

 例５ 「古典力学の世界（物理学Ａ）」と「相対論（物理学Ｂ）」は，識別記号が異なるので，可 

    「異文化を生きた人々（文学）」と「都市と文学（文学）」は，授業テーマが異なるので，可 

・同一の分野名であって，同一の識別記号を持つ授業 
・識別記号を持たない同一の分野名であって，同一の授業テーマを持つ授業（「健康・スポーツ」領域

の「スポーツ実技」科目を除く） 
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③２単位科目のうち，授業内容に継続性のあるものは，「識別記号」に1,2の番号がついています。そ

の場合は，授業1の内容を前提として授業2が展開されますので，番号順に履修するようにしてくだ

さい。 

 例６ 「言霊と言語遊戯 正（文学Ｂ１）」と「言霊と言語遊戯 続（文学Ｂ２）」は，継続性あり 
 
 

重複履修の可否（例） 

授  業  名 履修の可否 

物質の構造と性質（化学Ａ）  感動する化学（化学Ａ） 不可※ 

 言語は臓器である（言語学）  言語は臓器である（言語学） 不可※ 

 古典力学の世界（物理学Ａ）  相対論（物理学Ｂ） 可 

 異文化を生きた人々（文学）  都市と文学（文学） 可 

※ただし，左側の科目の成績が不合格だった場合には，その同じ授業名を再履修すること，又は右側

の科目を履修することが可能です。 
 

 

２．５ 補充（再履修）等について 

  「補充履修（再履修）」とは，不合格になった科目の単位を補充するために，その科目の授業を改めて

受講することです。履修手続き等は，１年前期に履修したときと基本的に同じになります。 

 

（１）共通科目の補充履修 

 ①コミュニケーション・スキル１（英語１）及び２（初修外国語） 

英語１・初修外国語とも補充履修については２年次から認められます（「ドイツ語Ⅰ－１」及び「ド

イツ語Ⅰ－２」を除く）。必要に応じて学期始めのオリエンテーションあるいは掲示で履修の指示をす

る場合があります。 

小白川地区の英語の補充については，8ページを参照してください。初修外国語の補充については，

8ページを参照してください。 
工学部又は農学部所属で，米沢又は鶴岡キャンパスに移った学生の英語の補充履修については，各所

属学部の指導に従ってください。 

 ②情報科学 

    情報科学の補充履修は，「情報処理」は２年次から，「データサイエンス（基礎）」は１年次後期か

ら，「データサイエンス（応用）」は２年次から認められます。 

     「情報処理」は，鶴岡キャンパスでは開講されませんので，単位の修得を希望する農学部の学生は，必

ず１年次に指定された枠で履修してください。 

 

（２）小白川キャンパスの学生の補充履修（その他の科目） 

  １年次に卒業要件を満たせなかった学生は，２年次以降に１年次の時と同様の手続きを経て補充履修す

ることになりますが，２年次からは主として専門教育の授業が組まれるため，１年次で卒業要件を満たす

よう履修計画を立ててください。 

 

（３）工学部で米沢キャンパスに移った学生の補充履修 

  ２年次に進級し，米沢キャンパスに移った工学部学生で，教養科目あるいは共通科目の卒業要件を満た

していない学生は，２年次以降に米沢キャンパスで開講される当該科目を履修することができます。詳し

くは学部の指示に従ってください。 

 

（４）農学部で鶴岡キャンパスに移った学生の補充履修 

  ２年次に進級し，鶴岡キャンパスに移った農学部学生で，教養科目あるいは共通科目の卒業要件を満た

していない学生は，２年次以降に鶴岡キャンパスで開講される当該科目を履修することができます。詳し

くは学部の指示に従ってください。 

12
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２．６ 履修すべき単位数を超えた単位について 
  教養科目又は共通科目で，修得すべき単位数を超えて修得した単位については，各学部等が定める卒業

要件によって自由科目の単位に組み込める場合もありますが，必ずしもそうでないこともありますので注

意してください。詳しくは，所属学部等の学生便覧を参照するか，所属学部等の教務担当（35ページ参照）

に問い合わせてください。 

 

 

２．７ 教育職員免許状（教員免許）の取得に必要な科目 

  教育職員免許状を取得しようとする場合は，次の科目を必ず修得してください。 

  なお，詳細は所属学部の学生便覧を参照してください。 

  ①日本国憲法（２単位／教養科目（「文化と社会」領域）） 
  ②「健康・スポーツ科学」及び「スポーツ実技」又は「スポーツセミナー」 
   （２単位以上／共通科目「健康・スポーツ」領域） 
  ※次のア又はイのどちらかを必ず含むこと。 
   ア「健康・スポーツ科学」及び「スポーツ実技」 
   イ「スポーツセミナー」 

  ※ただし，医学部看護学科の学生は下記のとおりとなります。 

   「健康・スポーツ科学」,「スポーツ実技」,「スポーツセミナー」の中から２単位以上 
  ③コミュニカティブ英語（２単位／共通科目（コミュニケーション・スキル１）） 
  ④「データ解析基礎」又は「データサイエンスⅠ」 

  ※人文社会科学部，教育学部，工学部の学生は「データ解析基礎」（２単位／共通科目（情報科学）） 
   理学部の学生は「データサイエンスⅠ」（２単位／共通科目（サイエンス・スキル）） 
 
  ※理学部の学生は下記のことに注意すること。 
   上記①～④の他に，中学校（理科）免許を取得する場合は，「共通物理学実験」「共通化学実

験」「共通生物学実験」「共通地球科学実験」の４単位を修得。 
 
  ※学部によっては，上記の①～④のいずれかが必修科目になっている場合があります。 
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２．８ 試験における不正行為について 

  試験中に不正行為を行った者は，本学「学部規則」及び「学生の懲戒に関する規程」に基づき停学等の 
処分を受けます。 

  また，当該規程により処分された場合は，不正行為を行った科目は不合格（評点：０点）とし，それ以 
外の当該学期の履修登録科目は，すべて履修取消となりますので，注意してください。 

 

カンニング・盗作に関する注意喚起 

 
1.不正行為のもたらす結果 

試験(小テスト・演習・レポートや発表・中間期末試験等)での不正行為は，停学処分かつ不正行為を行っ

た科目は不合格，それ以外の当該学期の履修登録科目すべて取消となり，その当然の結果としてほぼ例外な

く留年となっています。 
 
2.不本意な留年による損失 

不本意な留年となると・・・・ 

・直接的には，卒業が遅れるため，授業料や生活費・年月の浪費が起きます。 

・間接的にも，奨学金の停止や就職活動への悪影響，留学生であれば帰国等，様々なペナルティが発生し

ます。 
 
3.不正行為となる事例と懲戒の処分内容 

 【不正行為となる事例】 

  （１）カンニングをすること。（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること，

    他の人から答えを教わることなど。） 

  （２）使用を許可された以外のものが机の上や中にあること。（携帯電話，スマートフォン，腕 

    時計型端末等の電子機器類を含む。） 

  （３）使用を許可された以外のものを所持・携行していること。 

  （４）代理受験 

  （５）答案の交換 

  （６）使用を許可された参考書等の貸借 

  （７）自身や他の受験者を利するような虚偽の申告 

  （８）担当教員の指示に従わない行為 
 
  例えば・・・ 

小テストで持込禁止のプリントを裏に向けて机の上に置いていた。 
故意又は過失に関係なく，事前の指示に従っていない場合は，不正行為となります。 

 
インターネットにある文章を数行コピー＆ペーストし，レポートを作成した。 

   引用の条件を満たさず，他人の文章を盗作したことになり，不正行為となります。  
サークルの先輩の過去レポートの一部をコピー＆ペーストし，レポートを作成した。 
引用の条件を満たさず，他人の文章を盗作したことになり，不正行為となります。 

 
他の学生に適切に作成した自分のレポートを写させてあげた。 
オリジナルであることを証明できないので，写させた側及び写す側とも，不正行為となります。 

 
試験で隣の人の答案を写したが，間違った解答であった。 
結果に関わりなく写すという行為が，不正行為です。 

 
 【懲戒の処分内容】 

 ・停学（無期又は有期）又は戒告  

 ・停学処分を受けた場合には，不正行為を行った科目は不合格，それ以外の当該学期の履修登録科目すべ

て取消 
 
不正行為は，試験（小テスト･演習･レポートや発表・中間期末試験等）によって処分に違いはありません。 

 
学生のみなさんは，友人が不正行為を安易に考えているようであれば，大きな不利益を被ることを

教えてあげてください。 
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２．９ 進級について 

入学後１年を経過し，学部等ごとに定める進級条件を満たした人は，進級することになります。進級条

件については，次の表を参照してください。なお，学部等によっては進級条件の単位数が卒業に必要な単

位数よりも少ない場合がありますので，注意してください。 
学 部 等 進   級   条   件 

人文社会科学部 

設定しない。 
教 育 学 部 
理  学  部 

社会共創デジタル学環 

医  学  部 

（医学科） 
入学後２年以内に下記の所定の単位を修得できない者は原則として除籍とする。 
１年次末の進級判定において，下記の修得すべき所定の授業科目の全てに合格し，単位を修得 
していることを条件とする。 
ただし，１回目の進級判定において，修得すべき所定の授業科目（医学基礎教育科目及び専門 
教育科目に限る。）の一部に不可があり，一定の範囲内である場合は，条件を付した上で進級を 
認めることがある。 
・導入科目の「ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ」2単位，「みずから学ぶ」2単位，「学部導入ｾﾐﾅｰ」2単位 
・基幹科目 6 単位（各領域から１科目ずつ 2 単位） 
・教養科目の各領域並びに共通科目の｢健康・ｽﾎﾟｰﾂ」及び「ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ」から 11 単位 
・共通科目の「ｽｷﾙ 1」の「英語 1」4 単位及び「ｽｷﾙ 2(ﾄﾞｲﾂ語又はﾌﾗﾝｽ語）」4 単位 
・共通科目の「情報科学」の「情報処理」2 単位及び「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ（基礎）」2 単位 
・1 年次の専門教育科目全ての単位 

（看護学科） 
入学後２年以内に下記の所定の単位を修得できない者は除籍とする。 
１年次末の進級判定において，下記の修得すべき所定の授業科目の全てに合格し，単位を修得 
していることを条件とする。 
ただし，１回目の進級判定において，修得すべき所定の授業科目（専門教育科目に限る。）の一部
に不可があり，一定の範囲内である場合は，条件を付した上で進級を認めることがある。 
・導入科目の「ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ」2単位，「みずから学ぶ」2単位 
・基幹科目 6 単位（各領域から 1 科目ずつ 2 単位） 
・教養科目の各領域並びに共通科目の「健康・ｽﾎﾟｰﾂ」領域，「ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ」領域及び 
「情報科学」領域の「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ（応用）」分野から 14 単位 

・共通科目の「情報科学」の「情報処理」2 単位及び「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ（基礎）」2 単位並びに 
「ｽｷﾙ 1」の「英語 1」4 単位 

・１年次の専門教育科目全ての単位 

工  学  部 

（高分子・有機材料工学科,化学・ﾊﾞｲｵ工学科,情報・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科,機械ｼｽﾃﾑ工学科， 
建築・ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科） 

・導入科目の「ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ」2単位，「みずから学ぶ」2単位 
・基幹科目6単位（各領域から１科目ずつ2単位） 
・教養科目の各領域並びに共通科目の「ｻｲｴﾝｽ･ｽｷﾙ」,「情報科学」,「健康・ｽﾎﾟｰﾂ」, 
「ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ」から10単位以上 
※「教養科目」の「文化と社会」及び「共通科目」の「ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ」から4単位以上を修得すること。 
※高分子・有機材料工学科，情報・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科及び機械ｼｽﾃﾑ工学科は「ｻｲｴﾝｽ・ｽｷﾙ」の 

「微分積分学Ⅰ（数理科学）」又は「微分積分学Ⅱ（数理科学）」から2単位以上を修得すること。 
※「情報科学」の「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ（基礎）」2単位を修得すること。 

・共通科目の「ｽｷﾙ1」の「英語1」2単位 
・1年次の専門教育科目（学生便覧参照） 
ただし,入学から3年間で所定の単位を修得できない者は除籍とする。 

農  学  部 

・導入科目の「ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ」2単位，「みずから学ぶ」2単位 
・基幹科目6単位（各領域から1科目ずつ2単位） 
・教養科目並びに共通科目の「スキル2」「情報科学」「健康・ｽﾎﾟｰﾂ」「ｻｲｴﾝｽ・ｽｷﾙ」及び 
「ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ」から17単位 

 ※「教養科目」については，2領域以上から単位を修得すること。 
 ※「情報科学」のうち，「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ（基礎）」2単位は必修とする。 
・共通科目の「ｽｷﾙ 1」の「英語 1」2 単位 
・１年次の専門基礎導入科目11単位（次のとおり） 

食料生命環境学入門（2単位），先端農学（2単位），基礎農学ｾﾐﾅｰ（1単位）， 
ｱｸﾞﾘｻｲｴﾝｽｺｰｽ概論（2単位），ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽｺｰｽ概論（2単位），ｴｺｻｲｴﾝｽｺｰｽ概論（2単位） 

ただし，入学から2年間で所定の単位を修得できない者は除籍とする。 

 

15



－  16  － 

３ 時間割作成方法について 

 
 
自身の時間割を作成する際は，各冊子等をよく読んで，履修する科目を決めてください。 

 
【使用する冊子等】 
・基盤共通教育案内  ・基盤共通教育授業時間割  ・所属学部等の学生便覧 
・シラバス(授業計画) 
※シラバスは山形大学シラバスホームページまたは学務情報システム（CAMPUS SQUARE）で確認することがで 
きます。（確認方法は「基盤共通教育授業時間割」5ページ「（３）授業内容及び単位数」参照） 

 
【履修登録の際に使用するシステム】 
・学務情報システム（CAMPUS SQUARE） ・WebClass（ウェブクラス）   

 

時間割作成の流れ 

 
  ①履修登録前に自分自身の時間割を作成します。 
   時間割作成の際は，「基盤共通教育授業時間割」48ページに掲載している「時間割作成用紙」を利用してく 

ださい。 
 

②最初に自分自身の時間割を作成するときは，前期（第１ターム及び第２タームを含む）と後期（第３ターム 
及び第４タームを含む）の両方を一緒に作成します。 
後期に履修する予定の科目が，前期の履修状況によっては重複履修制限に抵触して履修できなくなる場合が 
あるためです。 

 
③はじめに，17ページの「全学部等共通の必修科目」を「時間割作成用紙」に記入してください。 

 
④次に，18ページ以降の各学部・学環，学科等ごとの時間割作成方法を確認し，指定されている必修科目，受 
講指定科目を「時間割作成用紙」に記入してください。 

 
  ⑤科目の中には履修クラスが指定されているものがあります。クラスは，WebClassに掲載する新入生オリエン 

テーション資料を各自で確認してください。 
 
  ⑥進級条件（医・工・農学部のみ）だけではなく，１年次で卒業要件まで満たすような履修計画を立ててくだ 

さい。 
 
  ⑦所属学部等ごとに進級条件（医・工・農学部のみ），卒業要件が異なりますので，必ず，学部等ごとの表を 

確認し，必要な科目を受講してください。 
 
  ⑧履修登録は「学務情報システム（CAMPUS SQUARE）」により行い，履修登録した授業は「WebClass（ウェブ 

クラス）」にもコース登録します。履修登録の流れは「基盤共通教育授業時間割」3ページ「３．履修登録 
について」を確認してください。 
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全学部等共通の必修科目 

 

はじめに，次の事項に注意して，下記の全学部等共通の必修科目を「時間割作成用紙」（基盤共通教育授

業時間割48ページ）に記入してください。 

 

その他の各学部等の進級・卒業に必要な最低修得単位数等は次ページから説明します。 

 

１．基盤共通教育授業時間割の左ページの所属学部等欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等

を時間割作成用紙に記入してください。 

 ① 【導入科目】  

指定されたクラスの「スタートアップセミナー」を前期に記入。 

 

② 【共通科目】 

指定されたクラスの「コミュニカティブ英語」を前期に，「総合英語」を後期に記入。（クラス分けに従

い，「コミュニカティブ英語」１科目及び「総合英語」１科目を履修すること。） 

 

２．基盤共通教育授業時間割の右ページを確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用

紙に記入してください。《注意》前期の履修登録期間内に後期分の履修登録も行うこと。 

① 【基幹科目】『人間を考える・共生を考える』領域 

「人間・共生を考える」１科目を選択し，前期または後期に記入。 

 

② 【基幹科目】『山形から考える』領域 

「山形から考える」１科目を選択し，前期または後期に記入。 

 

※「山形から考える」の授業科目の内容を紹介する専用ホームページを開設しています。 

次のURLあるいはQRコードから各自ご覧いただき，科目選択・履修登録時の参考にしてください。 

 https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/yamagata-studies/          【QRコード】 

 

 

 

 

  

３．基盤共通教育授業時間割の「曜日に属さないオンライン授業」のページを確認し，次の科目の授業名，時

間割コード等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【導入科目】『スタートアップセミナー』領域 

「みずから学ぶ 1(みずから学ぶ)」を前期に記入。 

 

② 【基幹科目】『現代を生きる』領域 

「現代を生きる」を前期に記入。 

 

③  理学部生以外は下記科目を記入する。 

【共通科目】『情報科学』領域 

「データ解析基礎(データサイエンス（基礎）)」を前期に記入。（理学部生は履修不可） 

 

④  教育学部生及び医学部生は下記科目を記入する。 

【共通科目】『情報科学』領域 

「情報処理」を前期に記入。（教育学部生及び医学部生以外は選択必修科目あるいは選択科目） 
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人文社会科学部の時間割作成 
 

次の事項に注意して，以下の１～５の手順により前期（第１・２タームを含む）・後期（第３・４タームを含

む）の時間割を作成してください。 

 

★人文社会科学部では，十分な学習時間を確保することなどを目的として，学期ごとに履修登録できる科目の上

限を定めるＣＡＰ制を導入しています。各学期の上限は，２４単位です。 

詳細は「人文社会科学部学生便覧」で確認してください。 

★人文社会科学部別表(単位数計算表)を利用して，卒業に必要な単位を満たしているか確認してください。 
 

１．17ページの「全学部等共通の必修科目」を確認し，必修科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作

成用紙に記入してください。 

 

２．基盤共通教育授業時間割の左ページの人文社会科学部欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教

室等を時間割作成用紙に記入してください。 
 
 ①【共通科目】『コミュニケーション・スキル２（初修外国語）』〔必修〕 

ドイツ語，フランス語及び中国語の中から，１つの外国語を選び，前期（第１ターム及び第２ターム）及び 

後期（第３ターム及び第４ターム）で２単位ずつ（計４単位）を記入。（授業は必ず週２回ペアとなってい 

る科目を履修し，時間割コード欄に記載された２つの時間割コードを履修登録してください。週２回の履修 

によりタームごとに１単位修得できます。ただし，第２ターム以降に履修を開始することはできません。） 

なお，専門教育科目で開講される「ロシア語初級Ⅰ」（前期開講）及び「ロシア語初級Ⅱ」（後期 

開講）を「コミュニケーション・スキル２」の単位に振り替えることができます。 

詳細は「人文社会科学部学生便覧」を確認してください。 

② １年次に開講される【専門教育科目】（黄色/点線枠内） 

《注意》専門教育科目も基盤共通教育科目と同様に学務情報システムで履修登録が必要。 
 

３．基盤共通教育授業時間割の右ページ（「情報処理」においては前期の曜日に属さないオンライン授業のペ

ージ）を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

 ① 【教養科目】，【共通科目】の『健康・スポーツ』『サイエンス・スキル』『キャリアデザイン』『情報科 

学』領域の「情報処理」「データサイエンス（応用）」から，人間文化コース及び社会科学系３コースは

１４単位，グローバル・スタディーズコースは１２単位を選択し，前期または後期に記入。 

※【教養科目】については，２領域以上から単位を修得することを推奨します。 

② 以下の４．に記載されている①から②で記入した科目の単位も，当該領域の単位として含めます。 

③ 学修に余裕がある場合は，興味のある領域から科目を選択して記入。 
 

４．教育職員免許状を取得する場合には，次の科目を履修する必要があります。 

① 【教養科目】の『文化と社会』領域から「日本国憲法」を履修。 

② 【共通科目】の『健康・スポーツ』領域から「健康・スポーツ科学」及び「スポーツ実技」，または「スポ

ーツセミナー」から科目を選択して，計２単位以上を履修。 

《注意》「健康・スポーツ科学」のみ,または「スポーツ実技」のみでは免許状は取得できません。 

 

５．作成した時間割の内容と各学期の総単位数を確認します。 

①  作成した時間割の内容が上記を満たしているか確認。 

②  重複履修制限について，履修の可否を確認。 

③  前期，後期に履修する授業科目の総単位数が２４単位を超えていないか確認。 
  



－  19  －

科　目 領　　域 前期 後期

スタートアップセミナー ２単位　（必修） ２単位　（必修）

みずから学ぶ ２単位　（必修） ２単位　（必修）

ライティングスキル 自由科目とする 自由科目とする

山形から考える 山形から考える ２単位　（必修） ２単位　（必修）

現代を生きる 現代を生きる ２単位　（必修） ２単位　（必修）

哲学

心理学

歴史学

文学

芸術

言語学

文化論

法学

経済学

社会学

政治学

地理学

社会と倫理※

知的財産※

日本国憲法

数理科学 １４単位以上 １２単位以上

物理学

化学

生物科学

地球科学

応用

学際

健康・スポーツ科学

スポーツ実技

スポーツセミナー

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

医学

工学

農学

キャリアデザイン

キャリア教育※

情報処理

データサイエンス（応用）

データサイエンス（基礎） ２単位（必修） ２単位（必修）

英語１ ４単位（必修） ４単位（必修）

英語２※ ２単位（必修） ４単位（必修）

英語３※ ２単位（必修） ２単位（必修）

ドイツ語 

フランス語 ４単位（必修）（注1） ４単位（必修）（注1）

中国語 

コミュニケーション・スキル３ 日本語 （留学生のみ受講可）（注2） （留学生のみ受講可）（注2）

探究科目

補習科目

※印は高学年次開講科目

推奨科目 社会科学系３コース ： 【教養科目】『文化と社会』中の「民法入門」「政治学入門」「経済学入門」

「教養科目」については，２領
域以上から単位を修得する
ことを推奨する。

「教養科目」については，２領
域以上から単位を修得する
ことを推奨する。

（注2）「コミュニケーション・スキル３」を「コミュニケーション・スキル１（英語１）」または「コミュニケーション・スキル２」の単位に振り替える場合
は，「コミュニケーション・スキル１（英語１）」または「コミュニケーション・スキル２」のどちらか一方に振り替えることができる（２単位のみの振り
替え不可）。「コミュニケーション・スキル１（英語１）」または「コミュニケーション・スキル２」の単位に振り替えない場合は、自由科目とする。

共通科目

情報科学

詳細は学部の定めるところによる

詳細は学部の定めるところによる

教養科目

応用と学際

キャリアデザイン

コミュニケーション・スキル１

自然と科学

（注1）専門教育科目で開講される「ロシア語初級Ⅰ」（前期開講）及び「ロシア語初級Ⅱ」（後期開講）を「コミュニケーション・スキル２」の単位
に振り替えることができる。詳細は「人文社会科学部学生便覧」を確認すること。

文化と社会

健康・スポーツ

人文社会科学部　別表　（単位数計算表）

区　　分
分野名

履修予定単位数

グローバル・スタディーズコース人間文化コース・社会科学系３コース

卒業に必要な最低修得単位数

導入科目 スタートアップセミナー

基幹科目

２単位　（必修）
人間を考える・
共生を考える

人間・共生を考える

サイエンス・スキル

コミュニケーション・スキル２

２単位　（必修）

19
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教育学部の時間割作成

次の事項に注意して，以下の１～６の手順により前期（第１・２タームを含む）・後期（第３・４タームを含
む）の時間割を作成してください。 

★教育学部では，十分な学習時間を確保することなどを目的として，学期ごとに履修登録できる科目の上限を定
めるＣＡＰ制を導入しています。各学期の上限は，２４単位です。

詳細は「教育学部学生便覧」で確認してください。

★教育学部別表(単位数計算表)を利用して，卒業に必要な単位を満たしているか確認してください。

１．17ページの「全学部等共通の必修科目」を確認し，必修科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割
作成用紙に記入してください。 

２．基盤共通教育授業時間割の左ページの教育学部欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を
時間割作成用紙に記入してください。 

① 【共通科目】『コミュニケーション・スキル２（初修外国語）』〔必修〕
ドイツ語，フランス語及び中国語の中から，１つの外国語を選び，前期（第１ターム及び第２ターム）及び
後期（第３ターム及び第４ターム）で２単位ずつ（計４単位）を記入。（授業は必ず週２回ペアとなってい
る科目を履修し，時間割コード欄に記載された２つの時間割コードを履修登録すること。週２回の履修によ
りタームごとに１単位修得できます。ただし，第２ターム以降に履修を開始することはできません。） 

② １年次に開講される【専門教育科目】（黄色/点線枠内）
《注意》専門教育科目も基盤共通教育科目と同様に学務情報システムで履修登録が必要。

３．基盤共通教育授業時間割の右ページ（「情報処理」においては前期の曜日に属さないオンライン授業のペ
ージ）を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【教養科目】の『文化と社会』領域の「日本国憲法」２単位及び『自然と科学』領域から２単位以上を含め
て，４単位以上修得すること。

② 【共通科目】
・『情報科学』領域の「情報処理」〔必修〕を前期の曜日に属さないオンライン授業に記入。
・『健康・スポーツ』領域から「健康・スポーツ科学」及び「スポーツ実技」，又は「スポーツセミナー」
を含めて２単位以上を修得すること。（「スポーツ実技」のみで２単位以上修得しても卒業単位を満たし
ません。）

・『サイエンス・スキル』領域及び『キャリアデザイン』領域は自由選択科目に充てられます。
③ 学修に余裕がある場合は，興味のある領域から科目を選択して記入。

４．基盤共通教育授業時間割の集中講義のページを確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間
割作成用紙に記入してください。 

①「学部導入セミナー」〔必修〕を前期の集中講義に記入。 

５．教育職員免許状を取得するためには，次の科目を履修しなければなりません。 

① 【教養科目】の『文化と社会』領域から「日本国憲法」を履修。

② 【共通科目】の『健康・スポーツ』領域から「健康・スポーツ科学」及び「スポーツ実技」，または「スポ
ーツセミナー」から科目を選択して，計２単位以上を履修。
《注意》「健康・スポーツ科学」のみ,または「スポーツ実技」のみでは免許状は取得できません。 

６．作成した時間割の内容と各学期の総単位数を確認します。 

① 作成した時間割の内容が上記を満たしているか確認。
② 重複履修制限について，履修の可否を確認。
③ 前期，後期に履修する授業科目の総単位数が２４単位を超えていないか確認。

20
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科　目 領　　域 前期 後期

スタートアップセミナー ２単位　（必修）

みずから学ぶ ２単位　（必修）

ライティングスキル 自由選択科目に充てられる

学部導入セミナー １単位　（必修）

山形から考える 山形から考える ２単位　（必修）

現代を生きる 現代を生きる ２単位　（必修）

哲学

心理学

歴史学

文学

芸術

言語学

文化論

法学

経済学

社会学

政治学 ４単位以上

地理学

社会と倫理※

知的財産※ △から２単位以上

日本国憲法

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

応用

学際

英語１ ４単位　（必修）

英語２※ ４単位　（必修）

英語３※ ２単位　（必修）

ドイツ語 

フランス語 １か国語

中国語   ４単位　（必修）

コミュニケーション・スキル３ 日本語 （留学生のみ受講可）（注）

情報処理 ２単位　（必修）

データサイエンス（基礎） ２単位　（必修）

データサイエンス（応用） 自由選択科目に充てられる

健康・スポーツ科学 ●

スポーツ実技 〇

スポーツセミナー ◎

キャリアデザイン

キャリア教育※

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

医学

工学

農学

探究科目 詳細は学部の定めるところによる

補習科目 詳細は学部の定めるところによる

※印は高学年次開講科目

（注）「コミュニケーション・スキル３」を修得した場合，「コミュニケーション・スキル２」の単位として読み替える。

教育学部　別表　（単位数計算表）

区　　分
分野名

履修予定単位数
 卒業に必要な最低修得単位数

教養科目

文化と社会 ■

■のうち「日本国憲法」
２単位必修

自然と科学 △

応用と学際

基幹科目

人間を考える
・共生を考える

人間・共生を考える ２単位　（必修）

●及び○，または◎を含めて２単位以上　（必修）
注）●のみ，○のみで２単位以上修得しても卒業要件を満たしません。

キャリアデザイン

自由選択科目に充てられる

サイエンス・スキル

導入科目 スタートアップセミナー

共通科目

コミュニケーション・スキル１

コミュニケーション・スキル２

情報科学

健康・スポーツ
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理学部の時間割作成

次の事項に注意して，以下の１～５の手順により前期（第１・２タームを含む）・後期（第３・４タームを含
む）の時間割を作成してください。 

★学生便覧の「Ⅳ 履修要領」を読み，修得すべき科目と単位数を確認してください。
★理学部では，１学期に履修登録できる総単位数の上限を設けています。（学生便覧の「Ⅴ 履修上の注意」の
「２－２．ＣＡＰ制について」を参照）。各学期の上限は，原則２４単位です。

１．17ページの「全学部等共通の必修科目」を確認し，必修科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割
作成用紙に記入してください。 

２．基盤共通教育授業時間割の左ページの理学部欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を
時間割作成用紙に記入してください。 

① 【共通科目】『コミュニケーション・スキル２（初修外国語）』〔選択〕
ドイツ語，フランス語及び中国語の中から，１つの外国語を選び，前期（第１ターム及び第２ターム）及び
後期（第３ターム及び第４ターム）で２単位ずつ（計４単位）を記入。（授業は必ず週２回ペアとなってい
る科目を履修し，時間割コード欄に記載された２つの時間割コードを履修登録すること。週２回の履修によ
りタームごとに１単位修得できます。ただし，第２ターム以降に履修を開始することはできません。） 

② 【基盤専門教育科目】『理学共通科目』
・「理系のキャリアデザインＡ」〔必修〕を前期に記入。

《注意》「理系のキャリアデザインＡ」１単位は上限の２４単位に含みません。

３．基盤共通教育授業時間割の右ページ（「情報処理」においては前期の曜日に属さないオンライン授業の
ページ）を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【教養科目】の『文化と社会』『応用と学際』『自然と科学』領域
『文化と社会』と『応用と学際』の両方もしくはいずれか一方から６単位以上を選択し，前期または後期に
記入。『自然と科学』からは６単位まで卒業に必要な単位数に含めることができます。 

② 【共通科目】の『サイエンス・スキル』領域
★２年次より選択・履修する「コースカリキュラム」によって要件が異なるため，希望するコースカリキュ
ラムを見据えて科目を選択すること。 

(1)講義Ⅰ（「データサイエンスⅠ」「数学Ⅰ」「物理学Ⅰ」「化学Ⅰ」「生物学Ⅰ」「地球科学Ⅰ」） 

から６単位以上（ただし，各コースカリキュラムで必修科目を指定する） 

(2)講義Ⅱ（「データサイエンスⅡ」「数学Ⅱ」「物理学Ⅱ」「化学Ⅱ」「生物学Ⅱ」「地球科学Ⅱ」） 

から４単位以上（ただし，各コースカリキュラムで必修科目を指定する） 

 (3)数学・物理学・データサイエンスコースカリキュラムは，講義Ⅲ（「数学Ⅲ」）２単位 

 (4)実験（「共通物理学実験」「共通化学実験」「共通生物学実験」「共通地球科学実験」）から， 

物理学コースカリキュラムは１単位以上，化学・生物学・地球科学コースカリキュラムは２単位以上 

（ただし，各コースカリキュラムで必修科目を指定する） 
③ 学修に余裕がある場合は，興味のある領域から科目を選択して記入。

４．教育職員免許状を取得する場合には，次の科目を履修する必要があります。 
① 【教養科目】から「日本国憲法」を履修。
② 【共通科目】から「健康・スポーツ科学」及び「スポーツ実技」，または「スポーツセミナー」から科目を

選択して，計２単位以上を履修。
《注意》「健康・スポーツ科学」のみ,または「スポーツ実技」のみでは免許状は取得できません。 

③ 中学校（理科）免許状を取得する場合は，｢共通物理学実験｣｢共通化学実験｣｢共通生物学実験｣
｢共通地球科学実験｣のすべてを履修。

 ５．作成した時間割の内容と各学期の総単位数を確認します。 

① 作成した時間割の内容が上記を満たしているか確認。
② 重複履修制限について，履修の可否を確認。
③ 前期，後期に履修する授業科目の総単位数がそれぞれ２４単位を超えていないか確認。

（集中講義を含む。）
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科　目 領　　域 前期 後期

スタートアップセミナー

みずから学ぶ

ライティングスキル

山形から考える 山形から考える

現代を生きる 現代を生きる

哲学

心理学

歴史学

文学

芸術

言語学

文化論

法学

経済学

社会学

政治学

地理学

社会と倫理※

知的財産※

日本国憲法

応用

学際

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

数理科学 講義Ⅰ　６単位以上（選択必修）

物理学 講義Ⅱ　４単位以上（選択必修）

化学 講義Ⅲ （選択必修）

生物科学 実  験 （選択必修）

地球科学

医学

工学

農学

情報処理

データサイエンス（基礎）

データサイエンス（応用）

健康・スポーツ科学

スポーツ実技

スポーツセミナー

キャリアデザイン

キャリア教育※

ドイツ語 

フランス語

中国語 

コミュニケーション・スキル３ 日本語 （留学生のみ受講可）

英語１ ４単位　（必修）

英語２※ ４単位　（必修）

英語３※ ２単位　（必修）

探究科目

補習科目

※印は高学年次開講科目

２８単位以上

２単位　（必修）

２単位　（必修）

◆は２年次から選択するコースカ
リキュラムによって要件が異な
る。希望するコースカリキュラム
を見据えて科目を選択すること。

■から６単位以上修得すること。

基幹科目

人間を考える・
共生を考える

基盤専門
教育科目

理系のキャリアデザインＡ

サイエンスセミナー

共通科目

教養科目

文化と社会 　

応用と学際

自然と科学 　

サイエンス・スキル

キャリアデザイン

情報科学

コミュニケーション・スキル１

コミュニケーション・スキル２

健康・スポーツ

理学部　別表　（単位数計算表）

区　　分
分野名

履修予定単位数

導入科目 スタートアップセミナー

２単位　（必修）

２単位　（必修）

自由科目とする

卒業に必要な最低修得単位数

合計

１単位　（必修）

１単位　

　 履修不可

　 履修不可

詳細は学部の定めるところによる

詳細は学部の定めるところによる

◆

△

人間・共生を考える ２単位　（必修）

■

△から６単位まで卒業に必要な単位数
に含めることができる。

２８単位を超えて修得した科目は

自由科目とする
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医学部の時間割作成

医学科 

次の事項に注意して，以下の１～４の手順により前期（第１・２タームを含む）・後期（第３・４タームを含
む）の時間割を作成してください。 

★医学部（医学科）別表（単位数計算表）を利用して，卒業に必要な単位を満たしているか確認してください。

１．17ページの「全学部等共通の必修科目」を確認し，必修科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割
作成用紙に記入してください。 

２．基盤共通教育授業時間割の左ページの医学部欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を
時間割作成用紙に記入してください。 

① 【導入科目】
「学部導入セミナー」〔必修〕を前期に記入。

② 【共通科目】『コミュニケーション・スキル２（初修外国語）』〔必修〕
ドイツ語，フランス語の中から，１つの外国語を選び，前期（第１ターム及び第２ターム）及び後期（第
３ターム及び第４ターム）で２単位ずつ（計４単位）を記入。（授業は必ず週２回ペアとなっている科目
を履修し，時間割コード欄に記載された２つの時間割コードを履修登録すること。週２回の履修によりタ
ームごとに１単位修得できます。ただし，第２ターム以降に履修を開始することはできません。） 

③ １年次に開講される【専門教育科目】（黄色/点線枠内）
医学部医学科の欄に記入されている科目については，全てもれなく記入。 
《注意》(1) 専門教育科目は，学務情報システムでの履修登録は必要ありません。 

(2)「学部導入セミナー」及び専門教育科目の開講場所は飯田キャンパスとなります。

３．基盤共通教育授業時間割の右ページ（「情報処理」においては前期の曜日に属さないオンライン授業の
ページ）を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【教養科目】，【共通科目】の『健康・スポーツ』『キャリアデザイン』領域から１１単位以上選択し，前
期または後期に記入。

② 【共通科目】『情報科学』領域の「情報処理」〔必修〕を前期の曜日に属さないオンライン授業に記入。

４．作成した時間割の内容を確認します。 

① 作成した時間割の内容が上記を満たしているか確認。
② 重複履修制限について，履修の可否を確認。
③ ２年次への進級条件（卒業要件と同じ）を満たしているか確認。
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医学部の時間割作成

医学科 

次の事項に注意して，以下の１～４の手順により前期（第１・２タームを含む）・後期（第３・４タームを含
む）の時間割を作成してください。 

★医学部（医学科）別表（単位数計算表）を利用して，卒業に必要な単位を満たしているか確認してください。

１．17ページの「全学部等共通の必修科目」を確認し，必修科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割
作成用紙に記入してください。 

２．基盤共通教育授業時間割の左ページの医学部欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を
時間割作成用紙に記入してください。 

① 【導入科目】
「学部導入セミナー」〔必修〕を前期に記入。

② 【共通科目】『コミュニケーション・スキル２（初修外国語）』〔必修〕
ドイツ語，フランス語の中から，１つの外国語を選び，前期（第１ターム及び第２ターム）及び後期（第
３ターム及び第４ターム）で２単位ずつ（計４単位）を記入。（授業は必ず週２回ペアとなっている科目
を履修し，時間割コード欄に記載された２つの時間割コードを履修登録すること。週２回の履修によりタ
ームごとに１単位修得できます。ただし，第２ターム以降に履修を開始することはできません。） 

③ １年次に開講される【専門教育科目】（黄色/点線枠内）
医学部医学科の欄に記入されている科目については，全てもれなく記入。 
《注意》(1) 専門教育科目は，学務情報システムでの履修登録は必要ありません。 

(2)「学部導入セミナー」及び専門教育科目の開講場所は飯田キャンパスとなります。

３．基盤共通教育授業時間割の右ページ（「情報処理」においては前期の曜日に属さないオンライン授業の
ページ）を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【教養科目】，【共通科目】の『健康・スポーツ』『キャリアデザイン』領域から１１単位以上選択し，前
期または後期に記入。

② 【共通科目】『情報科学』領域の「情報処理」〔必修〕を前期の曜日に属さないオンライン授業に記入。

４．作成した時間割の内容を確認します。 

① 作成した時間割の内容が上記を満たしているか確認。
② 重複履修制限について，履修の可否を確認。
③ ２年次への進級条件（卒業要件と同じ）を満たしているか確認。
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科　目 領　　域 前期 後期

スタートアップセミナー ２単位　（必修）

みずから学ぶ ２単位　（必修）

ライティングスキル 進級・卒業要件外

学部導入セミナー ２単位　（必修）

山形から考える 山形から考える ２単位　（必修）

現代を生きる 現代を生きる ２単位　（必修）

哲学

心理学

歴史学

文学

芸術

言語学

文化論

法学

経済学

社会学

政治学 　１１単位以上

地理学

社会と倫理※

知的財産※

日本国憲法

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

応用

学際

健康・スポーツ科学

スポーツ実技

スポーツセミナー

キャリアデザイン

キャリア教育※

情報処理 ２単位　（必修）

データサイエンス（基礎） ２単位　（必修）

データサイエンス（応用） 進級・卒業要件外

英語１ ４単位　（必修）　　　

英語２※ ２単位　（必修）

英語３※

ドイツ語 ドイツ語又はフランス語

フランス語 ４単位　（必修）

中国語   

コミュニケーション・スキル３ 日本語   （留学生のみ受講可）

数理科学

物理学

化学

生物科学 進級・卒業要件外

地球科学

医学

工学

農学

探究科目

補習科目

専門科目

※印は高学年次開講科目

サイエンス・スキル

詳細は学部の定めるところによる

キャリアデザイン

コミュニケーション・スキル１

情報科学

コミュニケーション・スキル２

２単位　（必修）　

分野名

人間・共生を考える

共通科目

１年次の専門科目すべての科目

詳細は学部の定めるところによる

医学部（医学科）　別表　（単位数計算表）

健康・スポーツ

教養科目

文化と社会　　　　　　

自然と科学　　　　　　

応用と学際

人間を考える・
共生を考える

基幹科目

導入科目 スタートアップセミナー

履修予定単位数進級・卒業に必要な
最低修得単位数

区　　分
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看護学科 
次の事項に注意して，以下の１～５の手順により前期（第１・２タームを含む）・後期（第３・４タームを含

む）の時間割を作成してください。 
 

★医学部（看護学科）別表（単位数計算表）を利用して，卒業に必要な単位を満たしているか確認してくださ

い。 

 

１．17ページの「全学部等共通の必修科目」を確認し，必修科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割

作成用紙に記入してください。 

 

２．基盤共通教育授業時間割の左ページの医学部欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を

時間割作成用紙に記入してください。 

① 【共通科目】『コミュニケーション・スキル２（初修外国語）』〔選択：進級・卒業要件外〕 

     ドイツ語，フランス語及び中国語の中から，１つの外国語を選び，前期（第１ターム及び第２ターム）及

び後期（第３ターム及び第４ターム）で２単位ずつ（計４単位）を記入。（授業は必ず週２回ペアとなっ

ている科目を履修し，時間割コード欄に記載された２つの時間割コードを履修登録すること。週２回の履

修によりタームごとに１単位修得できます。ただし，第２ターム以降に履修を開始することはできませ

ん。） 

② １年次に開講される【専門教育科目】（黄色/点線枠内） 

医学部看護学科の欄に記入されている科目については，全てもれなく記入。 

《注意》(1) 専門教育科目は，学務情報システムでの履修登録は必要ありません。 

(2) 専門教育科目の開講場所は飯田キャンパスとなります。 

 

３．基盤共通教育授業時間割の右ページ（「情報処理」においては前期の曜日に属さないオンライン授業の

ページ）を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【教養科目】，【共通科目】の『健康・スポーツ』領域，『キャリアデザイン』領域，『情報科学』領域の

「データサイエンス（応用）」分野から１４単位以上選択し，前期または後期に記入。 

  ② 【共通科目】『情報科学』領域の「情報処理」〔必修〕を前期の曜日に属さないオンライン授業に記入。 

 

４．教育職員免許状（養護教諭二種免許状）を取得する場合には，次の科目を履修する必要があります。 

① 【教養科目】の『文化と社会』領域から「日本国憲法」を履修。 

② 【共通科目】の『健康・スポーツ』領域から｢健康・スポーツ科学｣｢スポーツ実技｣｢スポーツセミナー｣から

科目を選択して，計２単位以上を履修。 

    《注意》養護教諭二種免許状の取得は，保健師免許を受けていることを基礎とするため，保健師コースを

選択し，保健師免許を取得する必要があります。 

 

５．作成した時間割の内容を確認します。 

① 作成した時間割の内容が上記を満たしているか確認。 

②  重複履修制限について，履修の可否を確認。 

③  ２年次への進級条件（卒業要件と同じ）を満たしているか確認。 
  

26

科　目 領　　域 前期 後期

スタートアップセミナー ２単位　（必修）

みずから学ぶ ２単位　（必修）

ライティングスキル 進級・卒業要件外

山形から考える 山形から考える ２単位　（必修）

現代を生きる 現代を生きる ２単位　（必修）

哲学

心理学

歴史学

文学

芸術

言語学

文化論

法学

経済学

社会学

政治学

地理学

社会と倫理※

知的財産※

日本国憲法

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

応用

学際

健康・スポーツ科学

スポーツ実技

スポーツセミナー

キャリアデザイン

キャリア教育※

データサイエンス（応用）

情報処理 ２単位　（必修） 

データサイエンス（基礎） ２単位　（必修） 

英語１ ４単位　（必修）　　　

英語２※ ２単位　（必修） 

英語３※

ドイツ語 

フランス語

中国語   

コミュニケーション・スキル３ 日本語   （留学生のみ受講可）

数理科学

物理学 進級・卒業要件外

化学

生物科学

地球科学

医学

工学

農学

探究科目

補習科目

専門科目

※印は高学年次開講科目

１４単位以上

導入科目 スタートアップセミナー

人間・共生を考える

コミュニケーション・スキル２

情報科学

１年次の専門科目すべての科目

キャリアデザイン

共通科目

詳細は学部の定めるところによる

詳細は学部の定めるところによる

健康・スポーツ

コミュニケーション・スキル１

サイエンス・スキル

医学部（看護学科）　別表　（単位数計算表）

履修予定単位数区　　分

教養科目

応用と学際

分野名
進級・卒業に必要な

最低修得単位数

基幹科目

人間を考える・
共生を考える

文化と社会

自然と科学

２単位　（必修）

27



－  27  －

科　目 領　　域 前期 後期

スタートアップセミナー ２単位　（必修）

みずから学ぶ ２単位　（必修）

ライティングスキル 進級・卒業要件外

山形から考える 山形から考える ２単位　（必修）

現代を生きる 現代を生きる ２単位　（必修）

哲学

心理学

歴史学

文学

芸術

言語学

文化論

法学

経済学

社会学

政治学

地理学

社会と倫理※

知的財産※

日本国憲法

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

応用

学際

健康・スポーツ科学

スポーツ実技

スポーツセミナー

キャリアデザイン

キャリア教育※

データサイエンス（応用）

情報処理 ２単位　（必修） 

データサイエンス（基礎） ２単位　（必修） 

英語１ ４単位　（必修）　　　

英語２※ ２単位　（必修） 

英語３※

ドイツ語 

フランス語

中国語   

コミュニケーション・スキル３ 日本語   （留学生のみ受講可）

数理科学

物理学 進級・卒業要件外

化学

生物科学

地球科学

医学

工学

農学

探究科目

補習科目

専門科目

※印は高学年次開講科目

１４単位以上

導入科目 スタートアップセミナー

人間・共生を考える

コミュニケーション・スキル２

情報科学

１年次の専門科目すべての科目

キャリアデザイン

共通科目

詳細は学部の定めるところによる

詳細は学部の定めるところによる

健康・スポーツ

コミュニケーション・スキル１

サイエンス・スキル

医学部（看護学科）　別表　（単位数計算表）

履修予定単位数区　　分

教養科目

応用と学際

分野名
進級・卒業に必要な

最低修得単位数

基幹科目

人間を考える・
共生を考える

文化と社会

自然と科学

２単位　（必修）
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工学部の時間割作成 

次の事項に注意して，以下の１～５の手順により前期（第１・２タームを含む）・後期（第３・４タームを含

む）の時間割を作成してください。 

★工学部では，十分な学習時間を確保することなどを目的として，学期ごとに履修登録できる科目の上限を定め
るＣＡＰ制を導入しています。各学期の上限は，２４単位です。 

詳細は「工学部学生便覧」で確認してください。 

★工学部別表（単位数計算表）を利用して，卒業に必要な単位を満たしているか確認してください。 

◎高分子・有機材料工学科，化学・ﾊﾞｲｵ工学科，情報・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科，機械ｼｽﾃﾑ工学科，建築・ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 

１．17ページの「全学部等共通の必修科目」を確認し，必修科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割

作成用紙に記入してください。 

 

２．基盤共通教育授業時間割の左ページの工学部欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を

時間割作成用紙に記入してください。 

① 【共通科目】『コミュニケーション・スキル２（初修外国語）』〔選択〕 

    ドイツ語，フランス語及び中国語の中から，１つの外国語を選び，前期（第１ターム及び第２ターム）及

び後期（第３ターム及び第４ターム）で２単位ずつ（計４単位）を記入。（授業は必ず週２回ペアとなっ

ている科目を履修し，時間割コード欄に記載された２つの時間割コードを履修登録すること。週２回の履

修によりタームごとに１単位修得できます。ただし，第２ターム以降に履修を開始することはできませ

ん。） 

② １年次に開講される【専門教育科目】（黄色/点線枠内） 

２年次に進級するためには【専門教育科目】を修得することが必要。（１年次開講で各学科が必修科目に指

定する単位を含む） 

専門教育科目も基盤共通教育科目と同様に学務情報システムで履修登録が必要。 

 

３．基盤共通教育授業時間割の右ページ（「情報処理」においては前期の曜日に属さないオンライン授業の

ページ）を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

 ①  【教養科目】，【共通科目】の『健康・スポーツ』『サイエンス・スキル』『キャリアデザイン』『情報科

学』領域の中から１８単位以上選択し，前期または後期に記入。 

※『文化と社会』『キャリアデザイン』領域から４単位以上を履修。 

ただし，上記の４単位以上のうちに『文化と社会』領域の「社会と倫理」〔必修〕は含まれません。 

② 高分子・有機材料工学科，情報・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科及び機械ｼｽﾃﾑ工学科は，【共通科目】の『サイエンス・スキ

ル』領域のうち，前期「微分積分学Ⅰ(数理科学)」及び後期「微分積分学Ⅱ(数理科学)」を記入。〔必修〕 

③ 高分子・有機材料工学科，情報ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科，機械ｼｽﾃﾑ工学科は，【共通科目】の『サイエンス・スキル』

領域のうち，「力学の基礎（物理学）」の履修を推奨。 

④ 化学・ﾊﾞｲｵ工学科は【共通科目】の『サイエンス・スキル』領域のうち，「微分積分学Ⅰ（数理科学）」及

び「微分積分学Ⅱ（数理科学）」の履修を推奨。 

⑤ 建築・ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科は【共通科目】の『サイエンス・スキル』領域のうち，「微分積分学Ⅰ（数理科学）」，

「微分積分学Ⅱ（数理科学）」及び「力学の基礎（物理学）」の履修を推奨。 

⑥ 以下の４．に記載されている①～②で記入した科目の単位も，当該領域の単位として含める。 

⑦ 進級条件はもとより，卒業要件を満たすように履修計画を立てることが望まれる。 

 

４．教育職員免許状を取得する場合には，次の科目を履修する必要があります。 

① 【教養科目】の『文化と社会』領域から「日本国憲法」を履修。 

② 【共通科目】の『健康・スポーツ』領域から「健康・スポーツ科学」及び「スポーツ実技」，または「スポ

ーツセミナー」から科目を選択して，計２単位以上を履修。 

《注意》「健康・スポーツ科学」のみ，または「スポーツ実技」のみでは免許状は取得できません。 
 

５．作成した時間割の内容と各学期の総単位数を確認します。 

①  作成した時間割の内容が上記を満たしているか確認。 

②  重複履修制限について，履修の可否を確認。 

③  前期，後期に履修する授業科目の総単位数が２４単位を超えていないか確認。 

④  進級条件を満たしているか，確認。  
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卒業要件単位数を超えた

科　目 領　　域 単位の取扱い 前期 後期

スタートアップセミナー ２単位　（必修） ２単位　（必修）

みずから学ぶ ２単位　（必修） ２単位　（必修）

ライティングスキル 進級・卒業要件外 進級・卒業要件外

山形から考える 山形から考える ２単位　（必修）　 ２単位　（必修）

現代を生きる 現代を生きる ２単位　（必修）　 ２単位　（必修）

社会と倫理※ ２単位　（必修）

哲学

心理学

歴史学

文学

芸術

言語学

文化論

法学

経済学

社会学

政治学

地理学 １０単位以上 １８単位以上

知的財産※

日本国憲法

キャリアデザイン ■から４単位以上 ■から４単位以上

キャリア教育※

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

応用

学際

数理科学  

物理学

化学

生物科学

地球科学

医学

工学

農学

健康・スポーツ科学

スポーツ実技

スポーツセミナー

情報処理

データサイエンス（基礎） ２単位　（必修） ２単位　（必修）

データサイエンス（応用）

英語１ ２単位　（必修）　　　 ４単位　（必修）

英語２※ ２単位　（必修）　　　

英語３※ ②英語３：２単位まで

ドイツ語 

フランス語      ③初修外国語：

中国語   　　　　１ケ国語４単位まで

コミュニケーション・スキル３ 日本語   （留学生のみ受講可） （留学生のみ受講可） 　　④日本語：４単位まで　

探究科目

補習科目

※印は高学年次開講科目

推奨科目

専門教育科目

工学部（高分子・有機材料工学科，化学・ﾊﾞｲｵ工学科，情報・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科，機械ｼｽﾃﾑ工学科，建築・ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科）　　別表　（単位数計算表）

区　　分
分野名

進級に必要な
最低修得単位数

卒業に必要な
最低修得単位数

履修予定単位数

教養科目 文化と社会

■

共通科目

（データサイエンス
（基礎）２単位を含む）

（データサイエンス
（基礎）２単位を含む）

人間を考える・
共生を考える

２単位　（必修） ２単位　（必修）

キャリアデザイン

導入科目 スタートアップセミナー

教養科目

△

人間・共生を考える

基幹科目

高分子・有機材料工
学科，情報・エレクト
ロニクス学科及び機
械システム工学科
は，△のサイエンス・
スキル中，「微分積分
学Ⅰ（数理科学）」「微
分積分学Ⅱ（数理科
学）」（各２単位）合計
４単位必要

共通科目

コミュニケーション・スキル２

自然と科学　　　　　　　

高分子・有機材料工
学科，情報・エレクト
ロニクス学科及び機
械システム工学科
は，△のサイエンス・
スキル中，「微分積分
学Ⅰ（数理科学）」又
は「微分積分学Ⅱ（数
理科学）」から２単位
以上修得

サイエンス・スキル

応用と学際

詳細は各学科の定めるところによる

詳細は学部の定めるところによる

詳細は学部の定めるところによる

高分子・有機材料工学科，情報・エレクトロニクス学科，機械システム工学科： 【共通科目】『サイエンス・スキル』の「力学の基礎（物理学）」
化学・バイオ工学科：【共通科目】『サイエンス・スキル』の「微分積分学Ⅰ（数理科学）」及び「微分積分学Ⅱ（数理科学）」
建築・ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科：【共通科目】『サイエンス・スキル』の「微分積分学Ⅰ（数理科学）」と「微分積分学Ⅱ（数理科学）」及び「力学の基礎（物理学）」

健康・スポーツ

コミュニケーション・スキル１

①英語２：卒業要件（２単
位）を超過して修得した単
位の超過分４単位まで

①～④の単位から最大
６単位までを専門教育
科目の選択科目として
卒業要件に数えること
ができる。情報科学
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農学部の時間割作成 

 

次の事項に注意して，以下の１～４の手順により前期（第１・２タームを含む）・後期（第３・４タームを含

む）の時間割を作成してください。 

 

★農学部では，十分な学習時間を確保することなどを目的として，学期ごとに履修登録できる科目の上限を定め

るＣＡＰ制を導入しています。各学期の上限は，２４単位です。 

詳細は「農学部学生便覧」で確認してください。 

★農学部別表（単位数計算表）を利用して，卒業に必要な単位を満たしているか確認してください。 

 

１．17ページの「全学部等共通の必修科目」を確認し，必修科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割

作成用紙に記入してください。 

 

２．基盤共通教育授業時間割の左ページの農学部欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を

時間割作成用紙に記入してください。 

① 【共通科目】『コミュニケーション・スキル２（初修外国語）』〔選択〕 

  ドイツ語，フランス語及び中国語の中から，１つの外国語を選び，前期（第１ターム及び第２ターム）及び

後期（第３ターム及び第４ターム）で２単位ずつ（計４単位）を記入。（授業は必ず週２回ペアとなってい

る科目を履修し，時間割コード欄に記載された２つの時間割コードを履修登録すること。週２回の履修によ

りタームごとに１単位修得できます。ただし，第２ターム以降に履修を開始することはできません。） 

  ② １年次に開講される【専門教育科目】（黄色/点線枠内） 

２年次に進級するためには【専門教育科目】を修得することが（１年次開講で，必修科目に指定する単位）

必要。 
《注意》専門教育科目も基盤共通教育科目と同様に学務情報システムで履修登録が必要。 

 

３．基盤共通教育授業時間割の右ページ（「情報処理」においては前期の曜日に属さないオンライン授業の

ページ）を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【教養科目】,【共通科目】の『コミュニケーション・スキル２』『健康・スポーツ』『情報科学』 

『サイエンス・スキル』『キャリアデザイン』領域の中から２１単位以上選択し，前期または後期に記入。 

   ※(1)【教養科目】については２領域以上から選択し，履修。 

(2) ２年次以降に鶴岡キャンパスで開講される『サイエンス・スキル』『キャリアデザイン』領域は含ま

ない。 

    (3)【共通科目】の『サイエンス・スキル』のうち，農学分野の「農学のための基礎生物学」，「農学の

ための基礎化学」，「農学のための数物基礎」の３科目は，「農学部学生便覧」の「コース選択の方

法」に記載のとおり，３科目すべての成績を２年次コース配属の資料として用いるため，履修を推奨

する。 

② 進級条件はもとより，卒業要件を満たすように履修計画を立てることが望まれる。 

 

４．作成した時間割の内容と各学期の総単位数を確認します。 

①  作成した時間割の内容が上記を満たしているか確認。 

②  重複履修制限について，履修の可否を確認。 

③  前期，後期に履修する授業科目の総単位数が２４単位を超えていないか確認。 

 ④  進級条件を満たしているか，確認。 
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科　目 領　　域 前期 後期

スタートアップセミナー 　２単位　（必修） 　２単位　（必修）

みずから学ぶ 　２単位　（必修） 　２単位　（必修）

ライティングスキル 　進級要件外 　卒業要件外

山形から考える 山形から考える 　２単位　（必修） 　２単位　（必修）

現代を生きる 現代を生きる 　２単位　（必修） 　２単位　（必修）

哲学

心理学

歴史学

文学

芸術

言語学

文化論

法学

経済学

社会学

政治学

地理学

社会と倫理※

知的財産※

日本国憲法

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

応用

学際

ドイツ語 

フランス語

中国語   

情報処理

データサイエンス（基礎） 　２単位　（必修） 　２単位　（必修）

データサイエンス（応用）

健康・スポーツ科学

スポーツ実技

スポーツセミナー

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

医学

工学

農学

キャリアデザイン

キャリア教育※

英語１ 　２単位　（必修）　　　 　４単位　（必修）

英語２※

英語３※

コミュニケーション・スキル３ 日本語   （留学生のみ受講可）（注） （留学生のみ受講可）（注）

探究科目

補習科目

※印は高学年次開講科目

推奨科目

専門教育科目
専門基礎科目

学部の定めるところによる

基幹科目

人間を考える・
共生を考える

文化と社会

キャリアデザイン

応用と学際

　２単位　（必修） 　２単位　（必修）

「教養科目」について
は、２領域以上から単
位を修得すること。

「教養科目」について
は、２領域以上から単
位を修得すること。

１７単位以上
（データサイエンス（基
礎）２単位を含む）

２１単位以上
（データサイエンス（基
礎）２単位を含む）

農学部　別表　（単位数計算表）

進級に必要な
最低修得単位数

卒業に必要な
最低修得単位数

健康・スポーツ

履修予定単位数区　　分
分野名

教養科目

自然と科学

共通科目

コミュニケーション・スキル１

導入科目 スタートアップセミナー

人間・共生を考える

コミュニケーション・スキル２

情報科学

詳細は学部の定めるところによる

 【共通科目】の『サイエンス・スキル』の「農学のための基礎生物学」，「農学のための基礎化学」，「農学のための数物
基礎」

（注）「コミュニケーション・スキル３（留学生のみ受講可）」については，修得単位を「コミュニケーション・スキル１（英語１）」の単位に振り
替えることができるが，４単位を超えて修得した単位数は進級・卒業に必要な単位数には含めないこととする。

詳細は学部の定めるところによる

サイエンス・スキル

詳細は学部の定めるところによる

31



－  32  － 

 社会共創デジタル学環の時間割作成 
 

次の事項に注意して，以下の１～４の手順により前期（第１・２タームを含む）・後期（第３・４タームを含

む）の時間割を作成してください。 

 

★社会共創デジタル学環では，十分な学習時間を確保することなどを目的として，学期ごとに履修登録できる科

目の上限を定めるＣＡＰ制を導入しています。各学期の上限は，２４単位です。 

詳細は「社会共創デジタル学環学生便覧」で確認してください。 

 

１．17ページの「全学部等共通の必修科目」を確認し，必修科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割

作成用紙に記入してください。 

 

２．基盤共通教育授業時間割の左ページの社会共創デジタル学環欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コ

ード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【導入科目】 

「学部導入セミナー（人と共創Ⅰ）」〔必修〕を前期に記入。 

「学部導入セミナー（人と共創Ⅱ）」〔必修〕を後期に記入。 

② １年次に開講される【専門教育科目】（黄色/点線枠内）〔必修〕 

《注意》専門教育科目も基盤共通教育科目と同様に学務情報システムで履修登録が必要。 

 

３．基盤共通教育授業時間割の右ページ（「情報処理」においては前期の曜日に属さないオンライン授業の

ページ）を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【教養科目】 

８単位選択し，前期または後期に記入。 

② 【共通科目】『情報科学』領域 

   「情報処理」または「データサイエンス（応用）」から２単位選択し，「情報処理」は前期の曜日に属さな

いオンライン授業に，「データサイエンス（応用）」は後期に記入。 

 

４．作成した時間割の内容と各学期の総単位数を確認します。 

① 作成した時間割の内容が上記を満たしているか確認。 

②  重複履修制限について，履修の可否を確認。 

③  前期，後期に履修する授業科目の総単位数が２４単位を超えていないか確認。 
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 社会共創デジタル学環の時間割作成 
 

次の事項に注意して，以下の１～４の手順により前期（第１・２タームを含む）・後期（第３・４タームを含

む）の時間割を作成してください。 

 

★社会共創デジタル学環では，十分な学習時間を確保することなどを目的として，学期ごとに履修登録できる科

目の上限を定めるＣＡＰ制を導入しています。各学期の上限は，２４単位です。 

詳細は「社会共創デジタル学環学生便覧」で確認してください。 

 

１．17ページの「全学部等共通の必修科目」を確認し，必修科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割

作成用紙に記入してください。 

 

２．基盤共通教育授業時間割の左ページの社会共創デジタル学環欄を確認し，次の科目の授業名，時間割コ

ード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【導入科目】 

「学部導入セミナー（人と共創Ⅰ）」〔必修〕を前期に記入。 

「学部導入セミナー（人と共創Ⅱ）」〔必修〕を後期に記入。 

② １年次に開講される【専門教育科目】（黄色/点線枠内）〔必修〕 

《注意》専門教育科目も基盤共通教育科目と同様に学務情報システムで履修登録が必要。 

 

３．基盤共通教育授業時間割の右ページ（「情報処理」においては前期の曜日に属さないオンライン授業の

ページ）を確認し，次の科目の授業名，時間割コード，教室等を時間割作成用紙に記入してください。 

① 【教養科目】 

８単位選択し，前期または後期に記入。 

② 【共通科目】『情報科学』領域 

   「情報処理」または「データサイエンス（応用）」から２単位選択し，「情報処理」は前期の曜日に属さな

いオンライン授業に，「データサイエンス（応用）」は後期に記入。 

 

４．作成した時間割の内容と各学期の総単位数を確認します。 

① 作成した時間割の内容が上記を満たしているか確認。 

②  重複履修制限について，履修の可否を確認。 

③  前期，後期に履修する授業科目の総単位数が２４単位を超えていないか確認。 
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科　目 領　　域 前期 後期

スタートアップセミナー ２単位　（必修）

みずから学ぶ ２単位　（必修）

ライティングスキル 卒業要件外

学部導入セミナー ４単位　（必修）

山形から考える 山形から考える ２単位　（必修）

現代を生きる 現代を生きる ２単位　（必修）

哲学

心理学

歴史学

文学

芸術

言語学

文化論

法学

経済学 　８単位修得

社会学

政治学

地理学

社会と倫理※

知的財産※

日本国憲法

数理科学

物理学

化学

生物科学

地球科学

応用

学際

英語１ ４単位　（必修）　　　

英語２※

英語３※

ドイツ語 

フランス語

中国語 

コミュニケーション・スキル３ 日本語 （留学生のみ受講可）

データサイエンス（基礎） ２単位　（必修）

情報処理

データサイエンス（応用）

健康・スポーツ科学

スポーツ実技

スポーツセミナー

数理科学

物理学

化学

生物科学 卒業要件外

地球科学

医学

工学

農学

キャリアデザイン

キャリア教育※

探究科目

補習科目

※印は高学年次開講科目

サイエンス・スキル

詳細は学環の定めるところによる

詳細は学環の定めるところによる

教養科目

文化と社会

自然と科学

応用と学際

共通科目 健康・スポーツ

キャリアデザイン

コミュニケーション・スキル１

情報科学
２単位　（選択必修）

コミュニケーション・スキル２
専門教育科目の
共創展開科目に充てられる
（４単位まで）

社会共創デジタル学環　別表　（単位数計算表）

区　　分
分野名

卒業に必要な
最低修得単位数

履修予定単位数

導入科目 スタートアップセミナー

基幹科目

人間を考える・
共生を考える

人間・共生を考える ２単位　（必修）　
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４ 付 録  

４．１ 基盤共通教育履修クラス編成表 

履修ｸﾗｽ 学  部 学 科 備 考

１ 人 文 社 会 科 学 部 人 文 社 会 科 学 科
人間文化コース

２ 〃 〃

３ 〃 〃 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞｺｰｽ

４ 〃 〃 総合法律コース，

地域公共政策コース，

経済・マネジメントコース

５ 〃 〃

６ 〃 〃

７ 教 育 学 部 学校教育教員養成課程
小学校教員養成コース

８ 〃 〃

９ 〃 〃 中学校教員養成コース

１０ 〃 〃
理数系教員養成コース

心理支援系教員養成コース

１１ 理 学 部 理 学 科

１２ 〃 〃

１３ 〃 〃

１４ 医 学 部 医 学 科

１５ 〃 〃

１６ 〃 看 護 学 科

１７ 工 学 部 高分子・有機材料工学科

１８ 〃 〃

１９ 〃 化学・バイオ工学科 応用化学・化学工学コース

２０ 〃 〃 バイオ化学工学コース

２１ 〃 情報・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科 情報・知能コース

２２ 〃 〃 電気・電子通信コース

２３ 〃 機械システム工学科

２４ 〃 〃

２５ 〃 建築・デザイン学科

２６ 農 学 部 食料生命環境学科

２７ 〃 〃

２８ 〃 〃

２９ 社会共創デジタル学環
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４．２ 各学部等教務担当電話番号 

担 当 名 等 電話番号 

○学士課程基盤教育担当 （市外局番）023 (628) 4708

○人文社会科学部教務担当 （市外局番）023 (628) 4709

○教育学部教務担当  （市外局番）023 (628) 4711

○理学部教務担当  （市外局番）023 (628) 4508

○医学部医学科担当 （市外局番）023 (628) 5051

看護学科担当  （市外局番）023 (628) 5082

○工学部教育支援担当 （市外局番）0238 (26) 3015

○農学部学務担当 （市外局番）0235 (28) 2809

○社会共創デジタル学環事務室  （市外局番）023 (628) 4505
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リサイクル適性 Ａ
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。　

基盤共通教育案内

令 和 ８ 年 度

山 形 大 学


